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一
　
は
じ
め
に
二
　
米
国
に
お
け
る
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
の
準
拠
法
三
　
英
国
に
お
け
る
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
の
準
拠
法
四
　
ま
と
め
に
か
え
て
─
─
日
本
法
へ
の
示
唆
─
─
一
は
じ
め
に
　
法
の
適
用
に
関
す
る
通
則
法
（
以
下
「
通
則
法
」
と
い
う
。）
が
施
行
さ
れ
る
以
前
の
我
が
国
国
際
私
法
典
で
あ
る
法
例
に
は
、
海
事
に
関
す
る
法
律
関
係
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
明
示
し
た
規
定
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
法
例
立
法
時
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
立
法
担
当
者
は
船
舶
に
関
す
る
事
項
の
国
際
私
法
的
規
定
は
特
別
法
に
譲
る
と
し
て
お
り
、
法
例
に
規
定
さ
れ
る
準
拠
法
選
択
の
一
般
則
と
は
異
な
る
特
則
に
よ
り
準
拠
法
を
決
定
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
た
た
め
で
あ （
１
）
る
。
 
六
〇
五
（
　
　
　
）
一
米
国
お
よ
び
英
国
に
お
け
る
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
の
準
拠
法
大
　
　
西
　
　
徳
　二
　郎
田
　
　
邉
　
　
真
　
　
敏
　
そ
う
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
日
に
至
る
ま
で
特
別
法
は
制
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
通
則
法
に
お
い
て
も
海
事
法
律
関
係
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
明
示
し
た
規
定
は
設
け
ら
れ
て
い
な 
そ
の
た
め
、
海
事
法
律
関
係
、
殊
に
船
舶
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
通
則
法
（
通
則
法
施
行
以
前
は
、
法
例
）
の
解
釈
に
よ
り
準
拠
法
の
決
定
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
し
か
し
、
船
舶
は
、
国
境
を
跨
い
で
移
動
し
、
し
か
も
、
い
ず
れ
の
国
の
領
域
で
も
な
く
、
ど
こ
の
国
の
主
権
下
に
も
置
か
れ
な
い
公 
を
移
動
す
る
の
も
常
と
す
る
た
め
、
所
在
地
法
の
確
定
が
困
難
で
あ
る
と
い
う
問
題
点
を
抱
え
る
。
そ
う
す
る
と
、
例
え
ば
船
舶
に
関
す
る
物
権
の
問
題
に
つ
き
、
目
的
物
所
在
地
法
主
義
を
採
用
す
る
通
則
法
（
法
例
）
を
単
純
に
当
て
は
め
る
の
で
は
準
拠
法
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が
生
じ
る
。
　
そ
こ
で
、
通
則
法
（
法
例
）
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
準
拠
法
を
決
定
す
る
の
か
が
、
従
来
か
ら
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
問
題
の
中
で
も
、
と
り
わ
け
多
数
の
説
が
存
在
し
、
議
論
が
紛
糾
し
て
い
る
の
が
船
舶
先
取
特 
準
拠
法
で
あ
る
。
我
が
国
に
お
け
る
船
舶
先
取
特
権
の
準
拠
法
に
つ
い
て
は
、
①
船
舶
先
取
特
権
の
成
立
・
効
力
と
も
に
旗
国
法
を
準
拠
法
と
す
る
説
、
②
成
立
・
効
力
と
も
に
被
担
保
債
権
の
準
拠
法
を
準
拠
法
と
す
る
説
、
③
成
立
に
つ
い
て
は
旗
国
法
と
被
担
保
債
権
の
準
拠
法
を
累
積
適
用
し
、
効
力
に
つ
い
て
は
旗
国
法
を
準
拠
法
と
す
る
説
（
通
説
）、
④
成
立
・
効
力
と
も
に
旗
国
法
と
被
担
保
債
権
の
準
拠
法
を
累
積
適
用
す
る
説
、
⑤
成
立
・
効
力
と
も
に
差
押
え
時
の
船
舶
現
実
所
在
地
法
（
法
廷
地
法
）
を
準
拠
法
と
す
る
説
、
⑥
成
立
に
つ
い
て
は
差
押
え
時
の
船
舶
現
実
所
在
地
法
（
法
廷
地
法
）
と
被
担
保
債
権
の
準
拠
法
を
累
積
適
用
し
、
効
力
に
つ
い
て
は
差
押
え
時
の
船
舶
現
実
所
在
地
（
法
廷
地
法
）
を
準
拠
法
と
す
る
説
、
お
よ
び
⑦
船
舶
先
取
特
権
の
成
立
に
つ
い
て
は
被
担
保
債
権
成
立
時
の
船
舶
現
実
所
在
地
法
を
、
効
力
に
つ
い
て
は
差
押
え
時
の
船
舶
現
実
所
在
地
法
を
準
拠
法
と
す
る
説
な
ど
、
数
多
く
の
説
が
存
在
す 
　
本
稿
は
、
船
舶
先
取
特
権
の
準
拠
法
の
問
題
に
つ
い 
米
英
に
お
け
る
処
理
を
概
観
し
な
が
ら
、
比
較
法
的
視
野
か
ら
そ
の
議
論
を
収
束
（
２
）
い
。
（
３
）
海
上
（
４
）
権
の
（
５
）
る
。
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６
）
て
、
＜
論
　
　
説＞
修
道
法
学
　
三
四
巻
　
二
号 
六
〇
六
（
　
　
　
）
二
さ
せ
る
糸
口
を
探
求
し
、
示
唆
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
二
米
国
に
お
け
る
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
の
準
拠
法
１
　
米
国
実
質
法
上
の
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
　
米
国
に
お
い
て
、
我
が
国
の
船
舶
先
取
特
権
に
相
当
す
る
の
は
、
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
（m
aritim
e
lien
 
    
   
 
）
で
あ 
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
は
、
海
事
債
権
に
お
け
る
債
務
の
支
払
を
担
保
す
る
も
の
で
あ
り
、
法
に
よ
っ
て
債
権
者
に
与
え
ら
れ
る
法
定
担
保
権
で
あ
る
。
そ
し
て
、
公
示
を
要
せ
ず
、
ま
た
、
運
航
に
よ
る
運
賃
や
傭
船
料
の
取
得
を
可
能
に
す
る
た
め
、
目
的
物
た
る
船
舶
の
占
有
も
必
要
と
し
な
い
。
こ
れ
ら
の
点
は
、
我
が
国
の
船
舶
先
取
特
権
と
同
様
で
あ 
　
し
か
し
、
我
が
国
と
大
き
く
異
な
る
の
は
、
米
国
法
で
は
船
舶
を
擬
人
化
し
、
船
舶
自
体
が
権
利
義
務
の
主
体
と
な
る
と
い
う
考
え
に
基
づ
い
て
い
る
点
で
あ 
し
た
が
っ
て
、
米
国
法
に
お
い
て
は
、
船
舶
自
体
が
不
法
行
為
や
契
約
上
の
義
務
に
つ
い
て
責
任
を
負
い
、
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
は
そ
の
船
舶
の
責
任
を
追
及
す
る
制
度
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
は
、
船
舶
の
価
額
を
そ
の
責
任
の
限
度
と
し
、
船
舶
所
有
者
の
人
的
責
任
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
成
立
す
る
。
そ
し
て
、
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
に
基
づ
く
訴
訟
は
、
船
舶
自
体
を
被
告
と
す
る
対
物
訴
訟
（action
in
rem
        
  
）
と
い
う
我
が
国
に
は
な
い
制
度
に
よ
り
な
さ
れ 
　
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
を
生
じ
さ
せ
る
海
事
債
権
（
海
事
上
の
請
求
）
は
、
連
邦
法
（
連
邦
制
定
法
お
よ
び
連
邦
判
例
法
）
に
よ
り
定
め
ら
れ
る
が
、
連
邦
法
に
抵
触
し
な
い
限
度
で
州
法
に
よ
る
も
の
も
認
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
を
生
じ
さ
せ
る
海
事
債
 
種
類
は
多
岐
に
わ
た 
こ
れ
ら
を
大
き
く
分
類
す
る 
①
船
長
お
よ
び
船
員
の
賃
金
債
権
、
②
海
難
救
助
料
債
権
、
③
共
同
海
損
に
基
づ
く
請
求
、
④
傭
船
契
約
違
反
に
基
づ
く
請
求
、
⑤
優
先
船
舶
抵
当
権
（preferred
ship
m
ortg
    
     
  
 
    a  g   
⑥
修
繕
、
必
需
品
の
供
給
、
曳
船
、
（
７
）
る
。
（
８
）
る
。
（
９
）
る
。
（
）
１０る
。
（
）
１１権
の
（
）
１２り
、
（
）
１３と
、
（
）
１４
e
）、
米
国
お
よ
び
英
国
に
お
け
る
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
の
準
拠
法
（
大
西
・
田
邉
） 
六
〇
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三
水
先
案
内
、
埠
頭
使
用
、
お
よ
び
そ
の
他
の
ネ
セ
サ
リ
ー
ズ
（necessaries
         
 
）
供
給
の
た
め
の
契
約
か
ら
生
じ
た
債
権
、
⑦
人
身
傷
害
や
人
の
死
亡
、
そ
し
て
船
舶
衝
突
を
含
む
不
法
行
為
債
権
、
⑧
貨
物
の
毀
損
ま
た
は
滅
失
に
基
づ
く
請
求
、
⑨
未
収
運
賃
債
権
、
⑩
汚
濁
に
基
づ
く
請
求
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
と
他
の
担
保
権
と
の
優
劣
関
係
、
お
よ
び
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
間
の
順
位
つ
い
て
も
制
定
法
お
よ
び
判
例
法
に
依
っ
て
お
り
、
そ
の
決
定
方
法
は
、
被
担
保
債
権
の
種
類
に
基
づ
く
順
位
付
け
と
被
担
保
債
権
の
発
生
時
期
（
航
海
の
順
）
に
基
づ
く
順
位
付
け
の
二
段
階
に
分
か
れ
て
い
る
。
　
そ
の
概
要
を
示
す
と
、
ま
ず
、
被
担
保
債
権
の
種
類
に
基
づ
く
順
位
付
け
で
は
、
差
し
押
さ
え
ら
れ
て
裁
判
所
の
管
理
下
（in
custodia
legis
 
 
   
  
    
）
に
あ
る
船
舶
の
保
管
費
用
が
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
に
優
先
し
、
最
も
優
先
順
位
が
高
い
。
つ
ま
り
、
裁
判
所
の
保
管
費
用
は
、
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
を
生
じ
な
い
が
、
債
権
者
全
体
の
た
め
の
費
用
で
あ
る
た
め
、
ま
ず
船
舶
の
売
却
代
金
か
ら
控
除
さ
れ 
次
に
優
先
順
位
が
高
い
の
は
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
で
あ
り
、
そ
の
被
担
保
債
権
を
基
準
と
す
る
順
位
付
け
で
は
、
船
長
お
よ
び
船
員
の
賃
金
債
権
（
右
記
①
）、
海
難
救
助
料
債
権
（
右
記
②
）
お
よ
び
共
同
海
損
に
基
づ
く
請
求
（
右
記
③
）、
不
法
行
為
債
権
（
右
記
⑦
、
⑧
、
⑩
）、
優
先
船
舶
抵
当
権
設
定
前
に
生
じ
た
契
約
債
権
（
右
記
④
、
⑥
、
⑨
）、
優
先
船
舶
抵
当
権
（
右
記
⑤
）、
優
先
船
舶
抵
当
権
設
定
後
に
生
じ
た
契
約
債
権
（
右
記
④
、
⑥
、
⑨
）
の
順
に
優
先
順
位
が
高
い
。
そ
し
て
、
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
に
劣
後
す
る
の
が
租
税
債
権
に
基
づ
く
リ
ー
エ
ン
（tax
lie
 
   
 
さ
ら
に
そ
れ
に
劣
後
す
る
の
が
優
先
抵
当
権
で
は
な
い
船
舶
抵
当
権
と
い
う
順
に
な
る
。
　
次
に
、
被
担
保
債
権
が
同
じ
種
類
の
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
に
お
い
て
は
、
被
担
保
債
権
の
発
生
時
期
（
航
海
の
順
）
を
基
準
に
順
位
付
け
が
な
さ
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
後
の
航
海
に
つ
き
発
生
し
た
も
の
が
先
の
航
海
に
つ
き
発
生
し
た
も
の
に
優
先
す
る
と
い
う
逆
順
の
ル
ー
ル
が
用
い
ら
れ
る
。
（
）
１５る
。
（
）
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n
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＜
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修
道
法
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四
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四
　
順
位
の
判
断
が
二
段
階
に
分
か
れ
、
被
担
保
債
権
の
種
類
お
よ
び
発
生
時
期
を
基
準
に
し
て
い
る
点
、
さ
ら
に
発
生
時
期
に
基
づ
く
順
位
付
け
に
お
い
て
逆
順
の
ル
ー
ル
が
用
い
ら
れ
て
い
る
点
は
、
我
が
国
と
同
様
で
あ
る
。
し
か
し
、
我
が
国
で
は
発
生
時
期
に
よ
る
順
位
付
け
が
種
類
に
よ
る
も
の
よ
り
も
優
先
さ
れ
る
の
に
対
し
、
米
国
で
は
発
生
時
期
よ
り
も
種
類
に
基
づ
く
順
位
付
け
が
優
先
さ
れ
る
点
で
大
き
く
異
な 
ま
た
、
我
が
国
で
は
租
税
債
権
に
基
づ
く
船
舶
先
取
特
権
の
順
位
が
高
く
、
船
長
お
よ
び
船
員
の
賃
金
債
権
に
基
づ
く
船
舶
先
取
特
権
の
順
位
が
低
い
の
に
対
し
、
米
国
で
は
逆
に
租
税
債
権
に
基
づ
く
リ
ー
エ
ン
の
順
位
が
低
く
、
船
長
お
よ
び
船
員
の
賃
金
債
権
に
基
づ
く
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
の
順
位
が
高
い
の
も
特
徴
的
で
あ 
２
　
米
国
に
お
け
る
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
の
準
拠
法
　（
一
）　
管
轄
権
の
問
題
　
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
に
つ
い
て
は
、
米
国
抵
触
法
上
、
大
き
く
三
つ
の
問
題
点
の
存
在
が
指
摘
さ
れ 
　
一
つ
目
は
管
轄
権
（jurisdiction
 
  
  
   
）、
二
つ
目
は
承
認
（recognition
        
 
）、
三
つ
目
は
順
位
（ranking
     
 
）
の
問
題
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
事
案
解
決
に
あ
た
り
、
こ
の
三
つ
の
段
階
で
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
の
準
拠
法
如
何
が
問
題
と
な
る
。
　
ま
ず
、
一
点
目
の
管
轄
権
の
問
題
と
は
、
米
国
に
お
い
て
法
廷
地
の
裁
判
所
が
外
国
法
上
の
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
に
基
づ
い
て
船
舶
の
ア
レ
ス
ト
（arres
      
実
行
す
る
管
轄
権
を
有
す
る
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
般
的
に
米
国
裁
判
所
が
外
国
法
上
の
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
に
基
づ
い
て
船
舶
の
ア
レ
ス
ト
を
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
問
題
で
は
な
く
、
個
々
の
ケ
ー
ス
ご
と
に
法
廷
地
の
裁
判
所
が
ア
レ
ス
ト
を
行
い
得
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
我
が
国
の
議
論
で
い
う
な
ら
ば
、
国
際
裁
判
管 
問
題
に
含
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
。
我
が
国
に
お
い
て
は
、
国
際
裁
判
管
轄
が
国
際
民
事
訴
訟
法
上
の
問
題
と
し
て
国
際
私
法
上
の
準
拠
法
選
択
の
問
題
の
前
に
処
理
（
）
１７る
。
（
）
１８る
。
（
）
１９る
。
（
）
２０
t
）
を
（
）
２１轄
の
米
国
お
よ
び
英
国
に
お
け
る
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
の
準
拠
法
（
大
西
・
田
邉
） 
六
〇
九
（
　
　
　
）
五
さ
れ
、
準
拠
法
上
実
体
的
権
利
が
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
請
求
が
棄
却
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
米
国
に
お
い
て
は
、
準
拠
法
決
定
後
に
当
該
準
拠
法
上
請
求
の
基
礎
と
な
る
実
体
的
権
利
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
請
求
が
認
め
ら
れ
な
い
ば
か
り
か
ア
レ
ス
ト
も
否
定
さ
れ
、
対
物
訴
訟
自
体
も
管
轄
権
の
欠
如
を
理
由
に
却
下
さ
れ
る
と
い
う
処
理
が
採
ら
れ
る
こ
と
に
注
意
を
要
す
る
。
す
な
わ
ち
、
米
国
に
お
い
て
は
、
準
拠
法
を
決
定
し
請
求
の
基
礎
と
な
る
実
体
的
権
利
の
有
無
を
確
認
し
た
後
に
ま
た
管
轄
権
の
有
無
の
判
断
が
待
っ
て
お
り
、
準
拠
法
選
択
の
問
題
と
ア
レ
ス
ト
・
対
物
訴
訟
の
管
轄
権
の
有
無
の
問
題
が
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
の
で
あ
る
。
　
で
は
、
米
国
で
は
管
轄
権
の
問
題
に
つ
き
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
処
理
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う 
米
国
裁
判
所
が
外
国
法
上
の
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
に
つ
い
て
審
理
す
る
管
轄
権
を
有
し
て
い
る
こ
と
は
、
伝
統
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
ま
ず
、
①
請
求
が
渉
外
的
要
素
と
国
内
的
要
素
を
含
み
、
し
か
も
後
者
の
要
素
が
強
く
、
米
国
法
が
準
拠
法
と
な
る
場
合
、
米
国
裁
判
所
が
ア
レ
ス
ト
お
よ
び
請
求
を
審
理
す
る
管
轄
権
を
有
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
次
に
、
②
米
国
裁
判
所
が
外
国
法
上
の
リ
ー
エ
ン
に
基
づ
い
て
ア
レ
ス
ト
を
実
行
し
、
請
求
を
審
理
す
る
管
轄
権
を
有
す
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
、
そ
の
後
請
求
権
が
準
拠
法
た
る
外
国
法
上
無
効
で
あ
れ
ば
、
請
求
お
よ
び
ア
レ
ス
ト
は
却
下
さ
れ
る
。
他
方
で
、
③
準
拠
法
が
外
国
法
で
あ
り
、
請
求
権
が
当
該
外
国
法
上
そ
の
存
在
を
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
米
国
裁
判
所
は
ア
レ
ス
ト
お
よ
び
請
求
を
審
理
す
る
管
轄
権
を
有
す
る
。
し
か
し
、
準
拠
法
が
外
国
法
と
な
っ
た
場
合
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
ノ
ン
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
（forum
non
conveniens
 
   
 
   
      
  
）
の
法
理
の
適
用
に
よ 
米
国
裁
判
所
の
管
轄
権
自
体
が
否
定
さ
れ
る
処
理
が
な
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
　（
二
）　
承
認
お
よ
び
順
位
の
問
題
　
次
に
、
承
認
の
問
題
と
順
位
の
問
題
に
つ
い
て
で
あ
る
。
承
認
の
問
題
と
は
、
法
廷
地
の
裁
判
所
が
外
国
法
上
の
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
を
承
認
す
る
か
、
言
い
換
え
る
と
、
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
の
準
拠
法
を
決
定
し
た
上
で
当
該
準
拠
法
上
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
の
成
立
（
）
２２か
。
（
）
２３り
、
＜
論
　
　
説＞
修
道
法
学
　
三
四
巻
　
二
号 
六
一
〇
（
　
　
　
）
六
な
い
し
効
力
（
順
位
を
除 
が
認
め
ら
れ
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
そ
し
て
、
順
位
の
問
題
と
は
、
外
国
法
上
の
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
の
順
位
に
つ
き
、
い
か
な
る
法
を
準
拠
法
と
す
る
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
承
認
も
順
位
も
、
米
国
に
お
け
る
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
の
準
拠
法
の
決
定
方
法
を
問
題
の
本
質
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
　
米
国
に
お
け
る
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
の
準
拠
法
の
決
定
方
法
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
森
田
教
授
に
よ
り
研
究
が
な
さ
れ
、
一
九
九
四
年
に
論
文
が
発
表
さ
れ
て
い 
　
ま
ず
、
森
田
教
授
の
整
理
に
よ
れ
ば
、
米
国
に
お
い
て
は
、
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
の
準
拠
法
に
つ
い
て
、
成
立
な
い
し
効
力
（
順
位
を
除
く
）
の
問
題
と
順
位
の
問
題
に
分
け
、
前
者
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
、
船
舶
の
所
有
者
が
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
の
被
担
保
債
権
の
原
因
と
な
る
契
約
の
当
事
者
と
な
っ
て
い
る
か
否
か
に
分
け
て
、
処
理
を
行
っ
て
い 
　
そ
し
て
、
森
田
教
授
は
、
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
の
成
立
な
い
し
効
力
（
順
位
を
除
く
）
の
準
拠
法
に
つ
い
て
、
船
舶
所
有
者
が
被
担
保
債
権
の
原
因
と
な
る
契
約
の
当
事
者
と
な
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
当
該
契
約
で
指
定
さ
れ
て
い
る
法
が
、
指
定
が
な
い
と
き
に
は
当
該
契
約
に
最
も
密
接
に
関
係
す
る
国
の
法
が
そ
れ
ぞ
れ
準
拠
法
と
な
り
、
船
舶
所
有
者
が
当
該
契
約
の
当
事
者
と
な
っ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
全
体
の
諸
事
情
を
勘
案
し
て
、
最
も
密
接
に
関
係
す
る
国
の
法
が
準
拠
法
と
な
る
と
結
論
付
け
て
い 
ま
た
、
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
の
順
位
の
準
拠
法
に
つ
い
て
は
、
法
廷
地
法
に
よ
る
こ
と
が
確
定
し
て
い
る
と
紹
介
し
て
い 
　
順
位
に
つ
い
て
は
、
米
国
を
は
じ
め
多
く
の
コ
モ
ン
ロ
ー
国
で
法
廷
地
法
に
よ
る
こ
と
が
確
定
し
て
い 
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
は
、
承
認
の
問
題
、
す
な
わ
ち
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
の
成
立
な
い
し
効
力
（
順
位
を
除
く
）
の
準
拠
法
決
定
の
問
題
に
つ
き
、
以
下
に
お
い
て
、
森
田
教
授
が
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
ケ
ー
ス
ま
た
は
重
要
裁
判
例
と
し
て
取
り
上
げ
た
裁
判
例
、
お
よ
び
森
田
論
文
が
公
表
さ
れ
た
一
九
九
四
年
以
降
の
米
国
に
お
け
る
控
訴
裁
判
所
判
決
を
検
討
し
、
米
国
に
お
け
る
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
の
準
拠
法
決
定
方
法
を
分
析
す
る
。
（
）
２４く
）
（
）
２５る
。
（
）
２６る
。
（
）
２７る
。
（
）
２８る
。
（
）
２９る
。
米
国
お
よ
び
英
国
に
お
け
る
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
の
準
拠
法
（
大
西
・
田
邉
） 
六
一
一
（
　
　
　
）
七
　（
三
）　
裁
判
例
の
分
析
　
以
下
、
森
田
教
授
が
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ケ
ー
ス
と
し
て
採
り
上
げ
たH
oegh
Shield
 
        
 
事
件
（
一
九
八
一
年
）
と
重
要
裁
判
例
と
し
て
取
り
上
げ
たSem
baw
ang
 
  
   
   
事
件
（
一
九
九
二
年
）、
そ
し
て
こ
れ
ら
以
前
に
出
さ
れ
た
重
要
判
例
と
し
て
、H
oegh
Shield
 
        
 
事
件
が
引
用
す
る
Lauritzen
        
事
件
（
一
九
五
三
年
）
お
よ
び
、
森
田
論
文
公
表
以
降
のD
resdner
B
ank
 
        
   
事
件
（
二
〇
〇
六
年
）
を
時
系
列
の
順
に
取
り
上
げ
て
分
析
す
る
。
（
１
）Lauritzen
 
       
事 
ア
　
事
実
関
係
　
デ
ン
マ
ー
ク
人
船
主
の
所
有
す
る
船
舶
（
デ
ン
マ
ー
ク
船
籍
）
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
港
に
停
泊
中
、
同
船
上
で
雇
傭
契
約
（
契
約
書
に
は
デ
ン
マ
ー
ク
法
が
準
拠
法
で
あ
る
旨
の
条
項
あ
り
）
を
締
結
し
た
デ
ン
マ
ー
ク
人
船
員
が
、
キ
ュ
ー
バ
の
ハ
バ
ナ
港
に
停
泊
中
の
同
船
上
で
負
傷
し
た
。
そ
の
た
め
、
当
該
船
員
は
、
船
主
に
対
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
お
い
て
米
国
法
に
基
づ
き
損
害
賠
償
を
求
め
た
。
　
第
一
審
、
第
二
審
と
も
に
米
国
法
を
準
拠
法
と
し
た
。
　
被
告
船
主
側
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
法
が
準
拠
法
で
あ
る
と
主 
イ
　
判
旨
　
連
邦
最
高
裁
は
、
準
拠
法
決
定
に
つ
き
、
国
家
利
益
と
、
①
不
法
行
為
地
、
②
旗
国
法
、
③
被
害
者
の
忠
誠
義
務
ま
た
は
ド
ミ
サ
イ
ル
（dom
icile
   
 
  
）、
④
被
告
船
主
の
忠
誠
義
務
、
⑤
雇
傭
契
約
地
、
⑥
外
国
裁
判
所
へ
の
接
近
難
、
⑦
法
廷
地
法
の
七
つ
の
要
素
を
考
慮
し
て
、
最
密
接
関
係
地
法
は
デ
ン
マ
ー
ク
法
で
あ
る
と
し
、
デ
ン
マ
ー
ク
法
を
準
拠
法
と
し
た
。
ウ
　
評
価
（
）
３０件
（
）
３１張
。
＜
論
　
　
説＞
修
道
法
学
　
三
四
巻
　
二
号 
六
一
二
（
　
　
　
）
八
　
本
連
邦
最
高
裁
判
決
は
、
右
記
の
よ
う
に
七
つ
の
考
慮
要
素
を
あ
げ
て
最
密
接
関
係
地
法
を
探
求
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
示
し
た
も
の
で
あ 
不
法
行
為
地
法
主
義
、
旗
国
法
主
義
、
お
よ
び
法
廷
地
法
主
義
の
よ
う
な
伝
統
的
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
の
転
換
点
と
な
っ
た
判
例
で
あ 
　
本
判
例
は
、
不
法
行
為
の
事
案
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
海
事
事
件
一
般
に
広
く
適
用
さ
れ
、
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
ケ
ー
ス
で
あ
るH
oegh
Shield
 
     
  
 
事
件
も
本
判
例
を
引
用
し
て
い
る
。
（
２
）H
oegh
Shield
 
     
  
 
事 
ア
　
事
実
関
係
　
ノ
ル
ウ
ェ
ー
法
人
の
所
有
す
る
船
舶
（
ノ
ル
ウ
ェ
ー
船
籍
）
を
定
期
傭
船
し
た
傭
船
者
が
、
英
国
・
ロ
ン
ド
ン
で
米
国
法
人
と
燃
料
の
供
給
契
約
を
締
結
し
た
。
そ
し
て
、
米
国
内
で
燃
料
の
供
給
を
受
け
た
後
に
傭
船
者
が
支
払
不
能
に
陥
っ
た
た
め
、
当
該
船
舶
が
テ
キ
サ
ス
に
到
着
し
た
際
に
米
国
法
人
に
よ
り
対
物
訴
訟
が
提
起
さ
れ
た
。
　
米
国
法
人
は
米
国
法
を
、
船
舶
所
有
者
は
英
国
法
を
そ
れ
ぞ
れ
主
張
。
イ
　
判
旨
　Lauritzen
        
事
件
判
決
を
引
用
し
た
上
で
、
多
数
の
考
慮
要
素
、
具
体
的
に
は
第
二
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
一
八
八
条
お
よ
び
六
条
を
挙
げ
、
そ
れ
ら
を
比
較
し
て
準
拠
法
を
決
定
す
る
枠
組
み
を
示
し
た
。
そ
し
て
、
本
件
で
は
、
船
舶
所
有
者
が
被
担
保
債
権
の
債
務
者
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
が
契
約
の
効
力
で
あ
る
点
よ
り
も
法
の
作
用
で
あ
る
点
に
着
目
し
、
第
二
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
六
条
を
重
視
し
て
、
米
国
海
事
法
の
基
本
政
策
や
当
事
者
の
正
当
な
期
待
等
の
観
点
か
ら
、
米
国
法
を
準
拠
法
と
し
た
。
ウ
　
評
価
　
本
判
決
は
、
船
舶
所
有
者
が
債
務
者
で
な
い
場
合
に
お
い
て
、
第
二
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
六
条
お
よ
び
一
八
八
条
の
諸
要
素
を
考
慮
し
て
最
（
）
３２り
、
（
）
３３る
。
（
）
３４件
米
国
お
よ
び
英
国
に
お
け
る
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
の
準
拠
法
（
大
西
・
田
邉
） 
六
一
三
（
　
　
　
）
九
密
接
関
係
地
法
を
探
求
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
る
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
　
な
お
、
筆
者
の
調
査
で
は
、
本
判
決
以
後
、
本
判
決
に
従
う
控
訴
審
判
決
が
三
件
確
認
で
き
、
そ
の
う
ち
最
も
新
し
い
も
の
が
後
述
のD
resd
 
    -  
ner
B
ank
    
   
事
件
で
あ
る
。
（
３
）Sem
baw
ang
 
  
   
   
事 
ア
　
事
実
関
係
　
本
件
は
、
リ
ベ
リ
ア
法
人
所
有
の
船
舶
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
い
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
法
人
に
よ
り
修
繕
を
受
け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
修
繕
代
金
の
債
務
不
履
行
に
陥
っ
た
た
め
、
修
繕
を
行
っ
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
法
人
が
船
主
で
あ
る
リ
ベ
リ
ア
法
人
に
は
対
人
訴
訟
を
、
当
該
船
舶
に
対
し
て
は
対
物
訴
訟
を
提
起
し
た
も
の
で
あ
る
。
イ
　
判
旨
　
控
訴
裁
判
所
は
、
当
事
者
間
の
契
約
の
準
拠
法
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
法
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
の
準
拠
法
を
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
法
と
し
た
。
し
か
し
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
法
上
原
告
で
あ
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
法
人
に
認
め
ら
れ
る
権
利
は
、
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
に
相
当
す
る
権
利
で
は
な
い
た
め
、
対
物
管
轄
を
否
定
し
た
。
ウ
　
評
価
　
本
判
決
は
、H
oegh
Shield
 
        
 
事
件
と
は
異
な
り
、
船
主
が
債
務
者
で
あ
る
事
案
で
あ
る
。
本
件
で
、
被
担
保
債
権
の
準
拠
法
が
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
の
準
拠
法
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
裁
判
所
は
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
が
契
約
の
効
力
で
あ
る
こ
と
を
重
視
し
、
当
事
者
自
治
の
観
点
か
ら
被
担
保
債
権
の
準
拠
法
を
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
の
準
拠
法
に
し
た
も
の
と
評
価
し
得
る
。
（
４
）D
resdner
B
ank
 
        
   
事 
（
）
３５件
（
）
３６件
＜
論
　
　
説＞
修
道
法
学
　
三
四
巻
　
二
号 
六
一
四
（
　
　
　
）
一
〇
ア
　
事
実
関
係
　
こ
の
事
件
は
、
ド
イ
ツ
の
銀
行
が
ギ
リ
シ
ャ
船
籍
の
客
船
に
対
し
て
、
フ
ロ
リ
ダ
に
お
い
て
優
先
船
舶
抵
当
権
に
基
づ
き
対
物
訴
訟
を
提
起
し
た
と
こ
ろ
、
当
該
船
舶
の
運
航
会
社
（
船
舶
所
有
者
）
と
の
契
約
に
基
づ
き
当
該
船
舶
の
乗
員
に
対
し
て
船
舶
に
乗
り
込
む
た
め
の
米
国
か
ら
の
行
き
帰
り
の
航
空
券
を
用
意
し
た
ギ
リ
シ
ャ
の
旅
行
代
理
店
が
、
優
先
船
舶
抵
当
権
よ
り
も
ネ
セ
サ
リ
ー
ズ
の
供
給
者
が
有
す
る
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
に
優
先
権
を
与
え
る
米
国
法
上
の
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
を
主
張
し
て
当
該
訴
訟
に
訴
訟
参
加
し
た
も
の
で
あ
る
。
　
第
一
審
は
、H
oegh
Shield
 
     
  
 
事
件
を
引
用
し
た
上
で
、
第
二
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
一
八
八
条
二
項
の
示
す
考
慮
要
素
の
う
ち
、
義
務
履
行
地
と
契
約
の
目
的
物
の
所
在
地
を
重
視
し
、
そ
れ
ら
が
米
国
で
あ
る
と
し
て
米
国
法
が
準
拠
法
と
な
る
と
判
示
し
た
。
イ
　
判
旨
　
控
訴
裁
判
所
は
、
ま
ず
、
準
拠
法
の
決
定
方
法
と
し
てH
oegh
Shield
 
        
 
事
件
に
従
う
旨
を
述
べ
た
上
で
、
第
一
審
判
決
に
よ
る
第
二
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
一
八
八
条
二
項
の
示
す
考
慮
要
素
の
う
ち
の
義
務
履
行
地
と
契
約
の
目
的
物
の
所
在
地
が
そ
れ
ぞ
れ
米
国
で
あ
る
と
い
う
認
定
は
、
航
空
券
の
販
売
が
ギ
リ
シ
ャ
で
行
わ
れ
、
契
約
の
目
的
物
で
あ
る
航
空
券
が
、
フ
ラ
イ
ト
の
始
め
に
は
米
国
に
あ
っ
て
も
フ
ラ
イ
ト
の
終
わ
り
に
は
ギ
リ
シ
ャ
に
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
誤
り
で
あ
る
と
述
べ
た
。
　
そ
し
て
、
準
拠
法
は
ギ
リ
シ
ャ
法
で
あ
る
と
判
示
し
た
。
ウ
　
評
価
　
筆
者
の
調
査
で
は
、H
oegh
Shield
 
     
  
 
事
件
後
、
こ
の
裁
判
例
に
従
う
控
訴
裁
判
所
判
決
が
三
件
、
批
判
的
な
控
訴
裁
判
所
判
決
が
一
件
見
受
け
ら
れ
る
。
従
う
控
訴
裁
判
所
判
決
の
う
ち
二
件
が
森
田
論
文
で
紹
介
さ
れ
て
い 
本
裁
判
例
は
、
森
田
教
授
が
紹
介
し
た
二
裁
判
例
以
降
の
残
る
一
件
で
あ
る
。
（
）
３７る
。
米
国
お
よ
び
英
国
に
お
け
る
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
の
準
拠
法
（
大
西
・
田
邉
） 
六
一
五
（
　
　
　
）
一
一
　
本
裁
判
例
は
、
船
舶
所
有
者
が
被
担
保
債
権
の
債
務
者
で
あ
る
事
例
で
あ
る
が
、
ま
ず
被
担
保
債
権
の
準
拠
法
指
定
の
有
無
が
検
討
さ
れ
、
指
定
が
な
い
と
判
明
し
た
後
に
第
二
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
六
条
お
よ
び
一
八
八
条
を
用
い
た
処
理
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、H
oegh
Shiel
 
     
  
 d
事
件
とSem
baw
ang
 
  
   
   
事
件
を
ま
と
め
た
も
の
と
評
価
で
き
る
。
３
　
小
括
　
米
国
で
は
、H
oegh
Shield
 
     
  
 
事
件
の
処
理
に
従
う
裁
判
例
が
い
く
つ
か
あ
り
、
第
二
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
六
条
お
よ
び
一
八
八
条
を
引
用
し
て
準
拠
法
を
決
定
す
る
方
法
が
あ
る
程
度
定
着
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
船
舶
所
有
者
が
被
担
保
債
権
の
債
務
者
と
な
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
ま
ず
被
担
保
債
権
の
当
事
者
間
に
準
拠
法
指
定
の
契
約
が
な
い
か
が
ま
ず
検
討
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
森
田
教
授
が
整
理
し
て
い
る
よ
う
に
、
船
舶
の
所
有
者
が
被
担
保
債
権
の
当
事
者
で
あ
る
か
否
か
で
処
理
の
方
法
が
分
か
れ
て
い
る
と
評
価
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
が
、
そ
れ
ほ
ど
厳
密
に
処
理
を
分
け
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
船
舶
所
有
者
が
被
担
保
債
権
の
当
事
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
ま
ず
被
担
保
債
権
の
原
因
と
な
る
契
約
を
検
討
し
、
そ
こ
に
準
拠
法
指
定
が
あ
る
か
否
か
が
探
索
さ
れ
、
な
い
場
合
に
は
第
二
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
六
条
お
よ
び
一
八
八
条
を
用
い
た
処
理
が
な
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
船
舶
所
有
者
が
被
担
保
債
権
の
当
事
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
第
二
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
六
条
お
よ
び
一
八
八
条
を
用
い
て
最
密
接
関
係
地
法
が
探
索
さ
れ
る
前
に
、
被
担
保
債
権
の
準
拠
法
の
指
定
が
な
い
か
が
探
索
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
が
被
担
保
債
権
の
契
約
の
効
力
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
加
え
、
当
事
者
自
治
の
原
則
が
尊
重
さ
れ
て
い
る
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。
第
二
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
一
八
八
条
が
当
事
者
自
治
を
定
め
る
一
八
七
条
の
次
に
位
置
す
る
規
定
で
あ
り
、
当
事
者
間
に
法
選
択
が
な
か
っ
た
場
合
の
処
理
を
定
め
て
い
る
規
定
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
は
第
二
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
に
沿
う
処
理
と
い
え
よ
う
。
　
し
た
が
っ
て
、
船
舶
所
有
者
が
被
担
保
債
権
の
当
事
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
被
担
保
債
権
の
準
拠
法
の
指
定
の
有
無
を
探
す
と
い
う
処
理
が
＜
論
　
　
説＞
修
道
法
学
　
三
四
巻
　
二
号 
六
一
六
（
　
　
　
）
一
二
第
二
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
六
条
お
よ
び
一
八
八
条
を
用
い
て
最
密
接
関
係
地
法
を
探
求
す
る
前
段
階
に
あ
る
と
い
う
だ
け
で
あ
り
、
船
舶
所
有
者
が
被
担
保
債
権
の
当
事
者
か
否
か
で
全
く
異
な
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、H
oegh
Shield
 
     
  
 
事
件
に
従
う
控
訴
裁
判
所
判
決
が
三
件
あ
る
の
に
対
し
、Sem
baw
ang
 
  
   
   
事
件
に
従
う
控
訴
裁
判
所
判
決
が
な
い
こ
と
か
ら
も
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
学
術
文
献
に
お
い
て
も
第
二
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
六
条
お
よ
び
一
八
八
条
を
用
い
て
最
密
接
関
係
地
法
を
探
求
す
る
処
理
が
示
さ
れ
て
い 
三
英
国
に
お
け
る
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
の
準
拠
法
１
　
英
国
実
質
法
上
の
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
　（
一
）　
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
の
特
徴
　
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
の
起
源
は
、
紀
元
前
八
〇
〇
年
の
ロ
ー
ド
海
法
（The
Rhodian
Law
    
    
  
  
）
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。
中
世
の
海
事
法
（Lex
M
aritim
a
     
    
 
）、
一
二
世
紀
後
半
か
ら
の
オ
レ
ロ
ン
海
法
（The
Rôles
ofO
léron
       
     
 
   
）、
一
五
世
紀
末
の
コ
ン
ソ
ラ
ー
ト
・
デ
ル
・
マ
ー
レ
（C
onsolato
delM
are
 
     
 
 
   
   
）
お
よ
び
一
六
世
紀
初
頭
の
ウ
ィ
ス
ビ
ー
・
ル
ー
ル
ズ
（Law
s
ofV
isby
   
  
  
 
  
）
を
経
て
、
フ
ラ
ン
ス
を
中
心
と
し
た
大
陸
法
国
に
お
い
て
成
文
化
し
た
。
す
な
わ
ち
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
は
伝
統
的
に
は
大
陸
法
に
由
来
す 
　
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
お
よ
び
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
で
は
、
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
が
認
め
ら
れ
る
海
事
債
権
は
一
定
の
範
囲
に
限
ら
れ
て
い
る
。
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
が
認
め
ら
れ
る
債
権
は
海
員
の
給
料
債
権
、
船
長
の
給
料
お
よ
び
立
替
金
債
権
、
救
助
料
債
権
、
船
舶
衝
突
そ
の
他
船
舶
に
よ
り
引
き
起
こ
さ
れ
た
損
害
賠
償
請
求
権
、
冒
険
貸
借
債
権
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
債
権
に
認
め
ら
れ
る
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
は
特
に
伝
統
的
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
と
呼
ば
れ 
（
）
３８る
。
（
）
３９る
。
（
）
４０る
。
米
国
お
よ
び
英
国
に
お
け
る
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
の
準
拠
法
（
大
西
・
田
邉
） 
六
一
七
（
　
　
　
）
一
三
　
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
お
よ
び
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
に
お
い
て
伝
統
的
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
に
含
ま
れ
な
い
燃
料
、
修
繕
、
挽
船
そ
の
他
航
海
遂
行
の
必
要
の
た
め
船
舶
に
対
し
て
提
供
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
か
ら
生
じ
る
ネ
セ
サ
リ
ー
ズ
（necessaries
         
 
）
債
権
や
、
傭
船
契
約
違
反
、
貨
物
破
損
、
共
同
海
損
分
担
の
各
債
権
は
、statutory
right
in
rem
 
 
 
 
     
  
 
    
（
対
物
訴
訟
に
訴
え
う
る
制
定
法
上
の
権
利
）
が
認
め
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ
は
制
定
法
に
よ
り
海
事
債
権
を
請
求
す
る
対
物
訴
訟
（action
in
rem
        
  
）
に
お
い
て
船
舶
の
差
押
え
が
認
め
ら
れ
る
権
利
で
あ
る
。
伝
統
的
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
と
異
な
り
、statutory
rightin
rem
 
 
 
 
   
 
   
 
  
は
債
権
と
と
も
に
発
生
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
船
舶
と
と
も
に
移
動
す
る
こ
と
も
な
い
。
す
な
わ
ち
船
舶
が
対
物
訴
訟
の
提
起
前
に
売
却
さ
れ
た
場
合
、
お
よ
び
差
押
え
後
に
お
い
て
も
善
意
か
つ
有
償
の
第
三
者
に
船
舶
が
譲
渡
さ
れ
た
場
合
、statutory
right
in
rem
 
 
 
 
     
  
 
    
は
消
滅
す
る
。
差
押
目
的
物
売
却
後
の
配
当
に
お
い
て
も
、
船
舶
モ
ー
ゲ
ー
ジ
（ship
   
 
m
ortgage
 
       
）
に
劣
後
す 
な
お
、
船
舶
モ
ー
ゲ
ー
ジ
はstatutory
rightin
rem
 
 
 
 
   
 
   
 
  
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
　
大
陸
法
国
お
よ
び
米
国
で
は
こ
れ
ら
の
債
権
に
も
制
定
法
（
お
よ
び
国
際
条
約
）
に
よ
り
完
全
な
る
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
が
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
債
権
が
イ
ギ
リ
ス
の
海
事
訴
訟
に
お
い
て
請
求
さ
れ
た
場
合
に
抵
触
法
の
問
題
が
大
き
く
顕
在
化
す
る
。
　
こ
の
ほ
か
制
定
法
に
よ
り
認
め
ら
れ
る
特
別
な
権
利
と
し
て
、
港
湾
・
ド
ッ
ク
・
運
河
税
、
難
破
遺
棄
船
舶
の
引
揚
げ
・
除
去
、
油
濁
船
舶
の
除
去
ま
た
は
破
壊
に
つ
い
て
、
行
政
機
関
に
認
め
ら
れ
る
権
利
が
あ
る
。
行
政
機
関
は
船
舶
を
留
置
し
、
売
却
す
る
権
利
を
有
す
る
ほ
か
、
売
得
金
に
対
す
る
優
先
権
を
有
す
る
。
ま
た
、
船
舶
の
差
押
え
、
裁
判
所
の
保
管
（custodi
    
  a  legis
   
）、
お
よ
び
競
売
に
か
か
る
費
用
は
、
伝
統
的
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
と
は
異
な
る
種
類
の
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
と
さ
れ
て
い
る
。
　（
二
）　
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
の
順
位
　
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
の
順
位
は
、
判
例
が
錯
綜
し
て
い
る
こ
と
か
ら
は
な
は
だ
複
雑
で
あ
る
が
、
一
般
に
は
、
①
制
定
法
上
の
特
別
権
、
②
差
押
え
、
保
管
、
競
売
費
用
、
③
伝
統
的
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
、
④
船
舶
モ
ー
ゲ
ー
ジ
、
⑤statutory
rightin
rem
 
 
 
 
   
 
   
 
  
の
順
と
な
る
。
（
）
４１る
。
＜
論
　
　
説＞
修
道
法
学
　
三
四
巻
　
二
号 
六
一
八
（
　
　
　
）
一
四
　
ネ
セ
サ
リ
ー
ズ
債
権
に
認
め
ら
れ
るstatutory
rightin
rem
 
 
 
 
   
 
   
 
  
は
、
差
押
え
後
に
お
い
て
は
、
差
押
え
・
保
全
費
用
に
は
劣
後
す
る
も
の
の
、
伝
統
的
な
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
に
優
先
す
る
。
た
だ
し
、
売
却
権
は
認
め
ら
れ
な
い
。
　
伝
統
的
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
の
な
か
で
は
、
①
救
助
料
債
権
、
②
衝
突
損
害
、
③
船
長
・
海
員
の
給
料
債
権
、
④
船
長
の
立
替
金
債
権
の
順
と
な 
２
　
英
国
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
の
準
拠
法
　（
一
）　
英
国
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
の
抵
触
法
上
の
論
点
　
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
に
関
す
る
抵
触
法
上
の
論
点
は
、
管
轄
権
（jurisdiction
 
  
  
   
）、
承
認
（recognition
        
 
）、
順
位
（ranking
     
 
）
の
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
管
轄
権
は
、
法
廷
地
の
裁
判
所
が
外
国
の
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
に
基
づ
き
船
舶
の
仮
差
押
え
ま
た
は
差
押
え
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
そ
し
て
、
外
国
の
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
が
法
廷
地
の
裁
判
所
に
よ
り
承
認
さ
れ
る
べ
き
か
、
外
国
の
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
等
の
順
位
に
は
い
ず
れ
の
法
が
適
用
さ
れ
る
か
が
問
題
と
な
る
。
本
稿
で
は
承
認
と
順
位
の
問
題
を
中
心
に
論
ず
る
。
　
英
国
で
は
、
次
項
で
述
べ
る
一
九
八
〇
年
のThe
H
alcyon
Isle
 
    
  
       
事
件
判
決
に
よ
り
、
法
廷
地
法
（lex
fori
 
   
  
）
の
み
が
外
国
の
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
の
承
認
と
順
位
を
規
律
す
る
こ
と
が
確
立
さ
れ 
　（
二
）　
裁
判
例
の
分
析
　
本
項
で
は
、
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ケ
ー
ス
で
あ
るThe
H
alcyon
Isle
 
    
  
       
事
件
の
分
析
を
行
う
が
、
そ
れ
に
先
立
ち
同
事
件
で
引
用
さ
れ
たThe
 
   
C
olorado
 
  
    
事
件
お
よ
び
カ
ナ
ダ
のThe
Ioannis
D
askalelis
 
   
     
 
     
  
事
件
に
触
れ
て
お
く
。
（
）
４２る
。
（
）
４３た
。
米
国
お
よ
び
英
国
に
お
け
る
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
の
準
拠
法
（
大
西
・
田
邉
） 
六
一
九
（
　
　
　
）
一
五
（
１
）The
C
olorado
 
   
  
    
事 
ア
　
事
実
関
係
　
フ
ラ
ン
ス
船
籍
の
船
舶
が
フ
ラ
ン
ス
法
に
基
づ
き
船
舶
抵
当
権
（hypothèque
     
    
）
を
設
定
し
た
。
そ
の
後
船
舶
は
ウ
ェ
ー
ル
ズ
で
提
供
さ
れ
た
ネ
セ
サ
リ
ー
ズ
（
修
繕
費
）
の
た
め
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
仮
差
押
え
さ
れ
、
フ
ラ
ン
ス
国
籍
の
抵
当
権
者
が
差
止
め
を
請
求
し
た
。
控
訴
院
は
、
第
一
審
裁
判
所
と
同
様
に
、
抵
当
債
権
お
よ
び
ネ
セ
サ
リ
ー
ズ
債
権
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
管
轄
権
が
あ
る
と
し
た
。
イ
　
判
旨
　
フ
ラ
ン
ス
の
債
権
の
性
質
に
関
し
て
は
、
三
名
の
裁
判
官
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
見
解
を
示
し
た
も
の
の
、
結
論
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
の
抵
当
権
者
の
権
利
の
性
質
を
決
定
す
る
の
は
契
約
締
結
地
法
（lex
locicontractus
 
         
   
 
）
で
あ
る
こ
と
で
一
致
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
権
利
の
内
容
が
英
国
の
船
舶
モ
ー
ゲ
ー
ジ
あ
る
い
は
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
に
類
似
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
判
断
し
な
か
っ 
（
２
）The
Ioannis
D
askalelis
 
   
     
 
     
  
事 
　
本
事
件
は
、The
H
alcyon
Isle
 
   
  
    
  
の
反
対
意
見
が
依
拠
し
て
い
る
カ
ナ
ダ
の
裁
判
例
で
あ
る
。
ア
　
事
実
関
係
　
パ
ナ
マ
法
人
が
所
有
し
て
い
た
ギ
リ
シ
ャ
船
籍
の
船
舶
（Ioannis
D
askalelis
      
 
     
  
号
）
に
、
一
九
六
一
年
に
登
記
さ
れ
た
ギ
リ
シ
ア
の
抵
当
権
が
設
定
さ
れ
て
い
た
。
抵
当
権
者
も
パ
ナ
マ
法
人
で
あ
っ
た
。
こ
の
船
舶
は
一
九
六
三
年
三
月
に
米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
造
船
所
で
修
理
さ
れ
、
修
理
費
用
の
八
万
二
〇
〇
〇
ド
ル
を
支
払
わ
ず
に
出
航
し
た
。
所
有
会
社
が
破
た
ん
し
、
船
舶
は
抵
当
権
者
に
よ
り
シ
ア
ト
ル
か
ら
カ
ナ
ダ
の
バ
ン
ク
ー
バ
ー
に
迂
回
さ
せ
ら
れ
、
そ
こ
で
抵
当
権
者
に
よ
り
仮
差
押
え
さ
れ
た
。
　
第
一
審
で
は
、
裁
判
所
が
確
保
し
て
い
る
船
舶
の
売
得
金
に
対
し
て
優
先
す
る
の
が
、
修
理
業
者
か
抵
当
権
者
か
の
み
が
争
点
と
な
っ
た
。
（
）
４４件
（
）
４５た
。
（
）
４６件
＜
論
　
　
説＞
修
道
法
学
　
三
四
巻
　
二
号 
六
二
〇
（
　
　
　
）
一
六
カ
ナ
ダ
財
務
裁
判
所
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
州
海
事
部
は
、
抵
当
権
が
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
に
優
先
す
る
と
し
た
。
イ
　
判
旨
　
カ
ナ
ダ
最
高
裁
判
所
で
は
、
一
九
六
三
年
に
米
国
に
お
い
て
成
立
し
た
船
舶
ネ
セ
サ
リ
ー
ズ
の
修
理
代
金
債
権
が
同
国
内
で
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
を
構
成
し
、
一
九
六
一
年
に
ギ
リ
シ
ア
で
登
記
さ
れ
た
抵
当
権
に
優
先
す
る
か
ど
う
か
否
か
が
争
点
と
な
っ
た
。
　
判
決
文
で
は
必
ず
し
も
明
確
に
区
分
し
て
判
示
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
カ
ナ
ダ
最
高
裁
判
所
は
以
下
の
三
点
に
つ
い
て
判
断
し
た
。
　
第
一
に
、
カ
ナ
ダ
の
裁
判
所
に
管
轄
権
が
認
め
ら
れ
る
か
で
あ
る
。
最
高
裁
は
管
轄
権
を
認
め
た
。
　
第
二
に
、
米
国
法
に
基
づ
く
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
を
承
認
す
べ
き
か
否
か
で
あ
る
。
最
高
裁
は
、
リ
ー
エ
ン
は
権
利
で
あ
り
実
体
法
上
の
も
の
で
あ
る
と
し
て
米
国
法
を
適
用
し
た
。
　
第
三
に
、
順
位
に
つ
い
て
で
あ
る
。
最
高
裁
は
カ
ナ
ダ
法
の
順
位
を
あ
て
は
め
、
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
を
船
舶
抵
当
権
の
上
位
と
し 
ウ
　
評
価
　
米
国
の
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
を
カ
ナ
ダ
に
お
い
て
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
で
き
る
と
い
う
結
論
に
至
る
に
当
た
り
、
最
高
裁
は
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
が
実
体
法
上
の
権
利
で
あ
る
こ
と
を
暗
黙
裡
に
認
知
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
判
決
文
が
次
の
よ
う
に
示
し
てThe
C
olorado
 
    
  
    
事
件
に
依
拠
し
て
い
た
こ
と
に
示
さ
れ
て
い
る
。
「
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
の
性
質
を
有
す
る
権
利
が
、
契
約
の
プ
ロ
パ
ー
・
ロ
ー
た
る
外
国
法
に
よ
り
成
立
し
て
い
る
場
合
に
、
英
国
の
裁
判
所
は
そ
れ
を
承
認
し
、
そ
の
よ
う
な
性
質
の
権
利
が
英
国
の
手
続
に
お
い
て
与
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
優
先
順
位
を
授
け
る
こ
と
に
な
る
。」
　
一
方
、
第
三
の
争
点
に
つ
い
て
判
決
は
、
優
先
順
位
は
手
続
法
の
問
題
で
あ
る
か
ら
、
法
廷
地
法
が
適
用
さ
れ
る
と
し
た
。
そ
の
結
果
、
船
（
）
４７た
。
米
国
お
よ
び
英
国
に
お
け
る
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
の
準
拠
法
（
大
西
・
田
邉
） 
六
二
一
（
　
　
　
）
一
七
舶
修
理
業
者
は
抵
当
権
者
に
先
ん
じ
てIoannis
D
askalelis
 
     
 
     
  
号
の
売
得
金
か
ら
債
権
の
回
収
を
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
　
し
た
が
っ
て
、
米
国
の
修
理
業
者
が
有
す
る
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
が
実
体
法
上
の
権
利
と
し
て
カ
ナ
ダ
の
裁
判
所
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
る
の
に
対
し
、
も
し
カ
ナ
ダ
の
修
理
業
者
で
あ
れ
ば
、statutory
rightin
rem
 
 
 
 
   
 
   
 
  
と
し
て
抵
当
権
に
劣
後
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
他
人
の
財
産
に
対
す
る
権
利
（jus
in
re
aliena
 
    
  
    
）
と
し
て
の
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
の
歴
史
的
な
特
質
と
、
あ
わ
せ
て
順
位
の
ル
ー
ル
は
救
済
の
性
格
を
有
す
る
も
の
と
し
て
法
廷
地
法
を
適
用
し
た
点
に
お
い
て
正
し
い
認
識
で
あ
る
と
見
ら
れ
て
い 
一
方
で
、
こ
れ
を
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
に
陥
っ
て
い
る
と
す
る
批
判
も
あ
り
得
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
判
決
は
、
修
理
業
者
が
抵
当
権
の
設
定
さ
れ
た
船
舶
価
値
を
高
め
て
、
そ
の
結
果
と
し
て
抵
当
権
に
も
寄
与
し
た
と
い
う
事
実
を
踏
ま
え
て
衡
平
を
実
現
し
よ
う
と
し
た
と
い
え
る
。
連
結
点
が
米
国
に
ほ
か
な
ら
な
い
契
約
債
権
を
有
す
る
米
国
の
修
理
業
者
が
有
し
て
い
た
正
当
な
期
待
（legitim
ate
expectation
 
   
  
       
   
）
と
は
、
船
舶
が
差
し
押
さ
え
ら
れ
た
外
国
に
お
い
て
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
と
し
て
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
で
き
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
期
待
に
裁
判
所
が
応
え
た
も
の
で
あ
る
。
契
約
の
プ
ロ
パ
ー
・
ロ
ー
を
認
め
た
こ
と
も
、
判
決
文
中
で
引
用
さ
れ
て
い
るC
heshire
 
     
 
のPrivate
InternationalLaw
 
  
  
 
  
           
で
示
さ
れ
た
国
際
私
法
の
基
本
原
則
に
即
し
て
お
り
、
同
時
に
法
廷
地
漁
り
（forum
shopping
 
   
 
     
 
）
を
防
い
で
い 
（
３
）The
H
alcyon
Isle
 
   
  
    
  
事 
ア
　
事
実
関
係
　
英
国
船
籍
の
船
舶
（H
alcyon
Isle
 
  
    
  
号
）
に
は
、
一
九
七
三
年
四
月
二
七
日
に
英
国
の
銀
行
に
よ
り
船
舶
モ
ー
ゲ
ー
ジ
が
設
定
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
船
舶
モ
ー
ゲ
ー
ジ
は
一
九
七
四
年
五
月
八
日
に
な
っ
て
よ
う
や
く
登
記
さ
れ
た
。
一
方H
alcyon
Isle
 
  
    
  
号
は
、
一
九
七
四
年
三
月
に
米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
造
船
所
（Todd
Shipyards
     
  
     
）
で
修
理
を
受
け
、
修
理
代
金
を
支
払
わ
な
い
ま
ま
航
行
に
出
た
。
船
舶
モ
ー
ゲ
ー
ジ
の
存
在
が
修
理
業
者
に
通
知
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
事
実
関
係
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
モ
ー
ゲ
ー
ジ
権
者
は
英
国
法
が
適
用
で
き
る
シ
（
）
４８る
。
（
）
４９る
。
（
）
５０件
＜
論
　
　
説＞
修
道
法
学
　
三
四
巻
　
二
号 
六
二
二
（
　
　
　
）
一
八
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
船
舶
を
向
か
わ
せ
、
そ
こ
で
一
九
七
四
年
九
月
五
日
に
仮
差
押
え
を
実
行
し
た
。
一
九
七
五
年
三
月
に
船
舶
は
競
売
に
か
け
ら
れ
た
が
、
売
得
金
は
す
べ
て
の
債
権
者
を
満
足
す
る
に
は
不
十
分
で
あ
っ
た
。
　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
高
等
裁
判
所
（H
igh
C
ourtofSingapore
 
 
  
     
   
      
）
は
モ
ー
ゲ
ー
ジ
権
者
の
主
張
を
支
持
し
、
モ
ー
ゲ
ー
ジ
の
順
位
を
修
理
業
者
の
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
に
優
先
さ
せ
た
。
上
訴
を
受
け
た
控
訴
裁
判
所
（C
ourtofA
ppeal
 
     
  
     
）
は
こ
の
判
決
を
覆
し
た
た
め
、
モ
ー
ゲ
ー
ジ
権
者
は
、
ロ
ン
ド
ン
に
あ
る
枢
密
院
司
法
委
員
会
（JudicialC
om
m
ittee
ofthe
Privy
C
oun
    
 
  
  
 
  
  
  
  
  
  
   cil
  
）
へ
の
上
訴
許
可
を
得
た
。
　
な
お
、Todd
Shipyards
 
    
  
     
は
、Ioannis
D
askalelis
 
     
 
     
  
事
件
の
上
訴
人
で
も
あ
る
。
イ
　
判
旨
　
枢
密
院
司
法
委
員
会
は
管
轄
権
を
認
め
た
が
、
三
対
二
の
僅
差
で
原
審
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
控
訴
裁
判
所
の
判
断
を
破
棄
し
、
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
は
法
廷
地
法
で
あ
る
英
国
法
に
従
う
と
し
た
。
結
果
と
し
て
リ
ー
エ
ン
保
有
者
はstatutory
rightin
rem
 
 
 
 
   
 
   
 
  
の
み
が
認
め
ら
れ
る
と
し
た
。
そ
の
た
め
順
位
も
法
廷
地
法
に
よ
り
英
国
の
モ
ー
ゲ
ー
ジ
に
劣
後
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
な
お
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
英
国
の
手
続
法
お
よ
び
実
体
法
に
は
実
質
的
な
相
違
は
な
い
と
し
た
。
　
枢
密
院
司
法
委
員
会
は
、
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
を
救
済
で
あ
っ
て
手
続
上
の
も
の
で
あ
る
と
定
義
づ
け
、
そ
の
帰
結
と
し
て
、
債
権
が
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
を
伴
う
か
否
か
は
法
廷
地
法
で
あ
る
英
国
法
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
べ
き
と
し
た
。
ウ
　
評
価
　
枢
密
院
司
法
委
員
会
のD
iplock
 
 
 
  
卿
は
、「
本
件
上
訴
に
直
接
含
ま
れ
る
法
律
問
題
は
、
モ
ー
ゲ
ー
ジ
債
権
の
売
得
金
の
分
配
が
ネ
セ
サ
リ
ー
ズ
債
権
に
優
先
す
る
か
ど
う
か
で
あ
る
」
と
述
べ
た
が
、The
Ioannis
D
askalelis
 
   
     
 
     
  
事
件
の
よ
う
に
、
管
轄
権
、
外
国
の
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
の
承
認
、
順
位
の
三
つ
の
論
点
は
必
ず
し
も
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
。
確
か
に
判
決
は
、
各
債
権
の
準
拠
法
に
基
づ
き
、
マ
リ
タ
イ
ム
・
米
国
お
よ
び
英
国
に
お
け
る
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
の
準
拠
法
（
大
西
・
田
邉
） 
六
二
三
（
　
　
　
）
一
九
リ
ー
エ
ン
の
成
立
を
判
断
し
、
そ
の
上
で
そ
れ
が
法
廷
地
で
発
生
し
た
と
し
て
順
位
付
け
を
す
る
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
に
言
及
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
先 
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
の
数
を
限
定
す
る
と
い
う
英
国
法
の
健
全
な
ポ
リ
シ 
お
よ
び
簡
潔
さ
の
メ
リ
ッ
ト
の
三
点
を
重
視
し
て
法
廷
地
法
を
採
用
し
た
と
見
る
こ
と
が
で
き 
と
は
い
え
、
簡
潔
さ
を
追
求
す
る
姿
勢
は
、
外
国
法
の
内
容
と
射
程
を
検
討
す
る
と
い
う
複
雑
な
作
業
を
回
避
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
強
調
さ
れ
な
い
よ
う
に
巧
み
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
　D
iplock
 
 
 
  
卿
は
、
本
件
は
一
見
し
た
と
こ
ろ
債
権
者
の
優
劣
を
決
定
す
る
単
純
な
も
の
の
よ
う
で
あ
る
と
し
た
も
の
の
、
海
事
が
関
係
し
、
し
か
も
各
債
権
を
発
生
せ
し
め
た
事
実
が
発
生
し
た
場
所
を
除
い
て
類
似
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
債
権
に
よ
っ
て
準
拠
法
が
異
な
り
得
る
こ
と
が
事
を
複
雑
に
し
て
い
る
と
認
め
た
。
裁
判
所
が
限
ら
れ
た
金
銭
を
債
権
者
の
間
で
分
配
す
る
場
合
、
裁
判
所
は
も
は
や
個
々
の
債
権
者
の
原
債
権
の
実
現
に
関
心
を
寄
せ
る
の
で
は
な
く
、
正
義
を
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
以
下
の
記
述
に
表
れ
て
い
る
。
「
契
約
ま
た
は
準
契
約
に
基
づ
く
債
権
の
債
権
者
は
、
保
有
す
る
債
権
の
法
的
帰
結
が
、
そ
の
準
拠
法
の
下
で
、
船
舶
に
対
す
る
対
物
訴
訟
か
ら
得
ら
れ
る
限
ら
れ
た
金
銭
の
分
配
に
お
い
て
、
他
の
ク
ラ
ス
の
債
権
者
に
優
先
す
る
権
利
を
含
ん
で
い
る
限
り
に
お
い
て
、
準
拠
法
の
当
該
部
分
が
対
物
訴
訟
の
提
起
さ
れ
る
外
国
裁
判
所
の
法
廷
地
法
に
譲
歩
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
る
べ
き
で
あ
っ
た
。」
　
多
数
意
見
は
、
限
ら
れ
た
金
銭
を
単
に
多
く
の
債
権
者
の
間
で
分
配
す
る
よ
う
な
場
合
、
も
は
や
外
国
法
に
頼
る
だ
け
の
説
得
力
の
あ
る
理
由
は
な
い
と
見
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
債
権
者
は
そ
れ
ぞ
れ
債
務
者
と
の
間
の
契
約
当
事
者
で
は
あ
る
が
、
債
権
者
は
互
い
に
法
的
関
係
を
有
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
あ
る
債
権
者
が
、
他
の
債
権
者
に
対
し
て
金
銭
の
分
配
に
お
い
て
与
え
ら
れ
る
優
先
順
位
に
つ
い
て
の
正
当
な
期
待
を
喚
起
す
る
た
め
に
な
に
を
し
て
も
よ
い
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
し
た
の
で
あ
る
。
　D
iplock
 
 
 
  
卿
は
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
の
二
重
の
性
質
を
認
識
し
つ
つ
、
し
か
し
な
が
ら
以
下
の
よ
う
に
判
示
し
た
。
（
）
５１例
、
（
）
５２ー
、
（
）
５３る
。
＜
論
　
　
説＞
修
道
法
学
　
三
四
巻
　
二
号 
六
二
四
（
　
　
　
）
二
〇
「
船
舶
に
対
す
る
対
物
売
得
金
に
対
す
る
権
利
に
つ
い
て
の
問
題
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
高
等
裁
判
所
で
の
対
物
訴
訟
で
の
売
得
金
の
競
合
す
る
債
権
者
間
で
の
分
配
に
お
け
る
順
位
と
同
じ
く
、
債
権
を
成
立
せ
し
め
た
当
該
事
実
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
発
生
し
た
か
の
ご
と
く
、
法
廷
地
法
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。」
　
結
論
を
示
す
に
先
立
ち
、D
iplock
 
 
 
  
卿
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
控
訴
裁
判
所
がThe
Ioannis
D
askalelis
 
   
     
 
     
  
事
件
の
カ
ナ
ダ
最
高
裁
に
大
き
く
影
響
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
記
し
つ
つ
も
、The
Ioannis
D
askalelis
 
   
     
 
     
  
事
件
はThe
C
olorado
 
   
  
    
事
件
の
解
釈
を
誤
っ
て
い
る
と
述
べ
た
。
　
こ
れ
に
対
し
て
、
反
対
意
見
のSalm
on
 
  
  
卿
とScarm
an
 
    
  
卿
は
、「
船
舶
が
債
権
者
の
船
舶
を
相
手
取
っ
た
対
物
訴
訟
提
起
を
受
け
た
裁
判
所
の
命
令
に
よ
っ
て
売
却
さ
れ
、
売
得
金
が
全
債
権
者
へ
の
支
払
に
十
分
で
な
い
場
合
に
、
外
国
に
お
い
て
サ
ー
ビ
ス
お
よ
び
材
料
を
提
供
し
、
場
所
の
法
（lex
loci
 
     
）
に
よ
り
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
を
享
受
す
る
船
舶
修
理
業
者
が
、
モ
ー
ゲ
ー
ジ
権
者
に
優
先
す
る
か
が
問
題
で
あ
る
」
と
指
摘
し
た
。The
Ioannis
D
askalelis
 
   
     
 
     
  
事
件
と
同
様
、
論
点
は
法
廷
地
法
に
よ
り
修
理
業
者
の
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
が
承
認
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
か
で
あ
っ
た
。
　
反
対
意
見
は
、Todd
Shipyards
 
    
  
     
の
行
っ
た
修
理
は
米
国
法
を
準
拠
法
と
す
る
契
約
の
下
で
完
結
し
て
お
り
、
契
約
の
両
当
事
者
が
こ
の
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
と
し
て
、
米
国
法
を
準
拠
法
と
す
る
当
該
契
約
が
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
を
授
与
す
る
こ
と
は
疑
い
の
余
地
が
な
い
と
し
た
。
そ
し
て
、
仮
想
の
英
国
の
修
理
業
者
を
引
き
合
い
に
出
し
て
、
英
国
な
ら
支
払
ま
た
は
担
保
設
定
を
せ
ず
に
修
理
業
者
が
出
航
を
許
す
は
ず
が
な
い
と
し
て
、
米
国
と
対
比
さ
せ
た
。
ま
た
、
多
数
意
見
がTodd
Shipyards
 
       
     
は
自
分
の
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
が
外
国
で
は
承
認
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
る
こ
と
を
知
り
得
た
と
認
定
し
た
こ
と
に
反
対
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
船
舶
修
理
業
者
が
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
に
付
し
た
重
要
性
は
明
ら
か
に
次
の
文
言
を
含
ん
だ
船
舶
修
理
契
約
に
よ
り
示
さ
れ
て
い
る
。
『
本
契
約
中
の
い
か
な
る
記
述
も
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
の
放
棄
を
構
成
す
る
も
の
と
は
さ
れ
な
い
。』（
中
略
）
わ
れ
わ
れ
の
見
解
で
は
、
米
国
お
よ
び
英
国
に
お
け
る
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
の
準
拠
法
（
大
西
・
田
邉
） 
六
二
五
（
　
　
　
）
二
一
船
舶
修
理
業
者
は
海
外
で
は
場
所
の
法
と
そ
れ
が
創
出
し
た
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
が
尊
重
さ
れ
、
そ
の
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
法
ま
た
は
英
国
法
に
従
い
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
控
訴
裁
判
所
か
ら
正
当
に
受
け
る
優
先
順
位
を
与
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
信
頼
し
て
い
た
。」
　
そ
し
て
、The
C
olorado
 
   
  
    
事
件
に
依
拠
し
て
、
英
国
法
は
、
契
約
締
結
地
法
が
適
切
な
場
合
、
そ
れ
を
尊
重
す
る
と
認
定
し
、The
C
olorad
 
   
  
   o  
事
件
が
二
つ
の
法
原
則
、
す
な
わ
ち
債
権
の
性
質
決
定
に
は
場
所
の
法
、
性
質
決
定
が
な
さ
れ
た
後
に
順
位
に
つ
い
て
は
法
廷
地
法
を
適
用
し
た
適
例
で
あ
る
と
し
た
。
た
だ
し
契
約
中
の
文
言
は
、
船
舶
修
理
業
者
が
自
ら
の
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
が
外
国
で
も
承
認
さ
れ
る
と
期
待
し
て
い
た
こ
と
の
証
拠
に
は
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
こ
と
自
体
は
裁
判
所
が
当
該
リ
ー
エ
ン
を
承
認
す
る
か
ど
う
か
の
判
断
に
影
響
を
与
え
る
べ
き
も
の
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
　
本
判
決
は
、
法
廷
地
法
の
み
が
適
用
さ
れ
る
と
す
る
立
場
を
取
る
に
あ
た
り
、
外
国
の
裁
判
所
が
同
様
の
債
権
を
い
か
な
る
外
国
の
裁
判
所
に
お
い
て
も
救
済
ま
た
は
手
続
上
の
も
の
と
分
類
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
論
理
的
に
受
け
入
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
全
世
界
的
に
債
権
は
手
続
的
な
も
の
で
あ
り
、
法
廷
地
法
に
よ
る
と
い
う
分
類
を
提
案
す
る
こ
と
で
、
あ
ら
ゆ
る
抵
触
法
事
件
で
法
廷
地
法
を
採
用
し
、
結
果
と
し
て
国
際
私
法
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
排
除
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
の
実
体
法
的
性
質
に
も
言
及
が
あ
る
が
、
い
わ
ば
リ
ッ
プ
・
サ
ー
ビ
ス
に
過
ぎ
ず
、D
iplock
 
 
 
  
卿
の
関
心
は
専
らH
alcyon
Isle
 
  
    
  
号
の
限
ら
れ
た
売
得
金
の
性
質
に
向
け
ら
れ
、
そ
の
後
は
債
権
者
の
債
務
者
に
対
す
る
権
利
が
ど
の
よ
う
な
態
様
で
発
生
し
た
か
を
顧
慮
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
　
実
体
法
と
手
続
法
の
区
分
を
受
け
入
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
リ
ー
エ
ン
は
モ
ー
ゲ
ー
ジ
と
同
様
に
実
体
法
上
の
権
利
で
あ
り
、
財
産
権
で
あ
る
。
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
を
救
済
で
あ
り
手
続
上
の
も
の
と
し
た
本
判
決
は
、
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
が
大
陸
法
系
の
実
体
法
に
由
来
す
る
こ
と
を
見
誤
っ
て
い
る
と
の
批
判
に
さ
ら
さ
れ
て
い （
）
５４る
。
＜
論
　
　
説＞
修
道
法
学
　
三
四
巻
　
二
号 
六
二
六
（
　
　
　
）
二
二
　
そ
も
そ
も
英
国
に
お
い
て
は
い
か
な
る
海
事
債
権
に
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
が
認
め
ら
れ
る
か
は
成
文
化
さ
れ
て
い
な
い
。
海
事
債
権
に
関
し
て
は
、Suprem
e
C
ourt
A
ct
1981
 
     
   
      
  
    
が
高
等
法
院
（H
igh
C
ourt
ofJustice
 
 
   
             
）
の
海
事
管
轄
権
に
服
す
る
海
事
債
権
を
一
覧
に
し
て
い
る
に
過
ぎ
な 
そ
の
中
に
は
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
に
よ
り
担
保
さ
れ
て
い
る
も
の
と
、statutory
rightin
rem
 
 
 
 
   
 
   
 
  
に
よ
り
担
保
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
も
の
と
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
管
轄
権
を
基
本
に
し
た
法
文
の
構
成
は
、
一
七
世
紀
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
海
事
裁
判
所
と
衡
平
法
裁
判
所
と
の
覇
権
争
い
に
ま
で
さ
か
の
ぼ 
　H
alcyon
Isle
 
  
    
  
判
決
に
よ
り
、
リ
ー
エ
ン
は
契
約
地
の
法
で
は
な
く
、
仮
差
押
地
の
法
に
よ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
法
廷
地
漁
り
を
増
長
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
批
判
は
夙
に
な
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
船
舶
修
理
業
者
は
修
理
契
約
に
基
づ
き
作
業
を
履
行
す
れ
ば
、
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
権
者
と
し
て
優
先
的
地
位
を
得
て
仮
に
そ
の
よ
う
な
優
先
的
地
位
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
国
で
も
自
国
に
お
け
る
と
同
様
の
扱
い
を
受
け
る
と
期
待
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
が
、
そ
の
期
待
は
裏
切
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
はH
alcyon
Isl
 
  
       e
事
件
の
反
対
意
見
も
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
指
摘
し
て
い
る
。
「The
C
olorado
     
  
    
判
決
で
控
訴
院
が
採
用
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
は
原
則
と
し
て
正
し
い
。
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
は
海
事
債
権
の
担
保
と
し
て
与
え
ら
れ
た
財
産
権
で
あ
る
。
本
件
に
お
い
て
海
事
裁
判
所
が
債
権
を
実
現
す
る
た
め
の
管
轄
権
を
有
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
リ
ー
エ
ン
を
無
視
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
契
約
締
結
地
法
に
よ
っ
て
有
効
に
付
与
さ
れ
た
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
は
、
同
様
に
契
約
締
結
地
法
に
よ
っ
て
有
効
と
さ
れ
る
モ
ー
ゲ
ー
ジ
と
同
じ
く
債
権
の
一
部
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
債
権
を
担
保
す
る
た
め
の
限
定
的
な
財
産
権
で
あ
る
。
リ
ー
エ
ン
は
、
モ
ー
ゲ
ー
ジ
と
同
じ
く
債
権
と
と
も
に
移
動
し
、
債
権
は
船
舶
と
と
も
に
移
動
す
る
。
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
と
モ
ー
ゲ
ー
ジ
の
承
認
と
優
先
順
位
を
規
律
し
て
い
る
海
法
の
今
日
の
混
沌
に
お
い
て
、
国
際
私
法
の
助
け
を
拒
絶
す
る
こ
と
は
、
歴
史
と
原
則
の
否
定
に
つ
な
が
る
で
あ
ろ
う
。」
（
）
５５い
。
（
）
５６る
。
米
国
お
よ
び
英
国
に
お
け
る
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
の
準
拠
法
（
大
西
・
田
邉
） 
六
二
七
（
　
　
　
）
二
三
　
さ
ら
に
反
対
意
見
は
、
多
数
意
見
が
公
正
な
最
善
の
利
益
に
反
す
る
と
し
て
次
の
よ
う
に
反
論
し
て
い
る
。
「
問
題
は
英
国
法
が
本
件
の
事
実
関
係
に
お
い
て
米
国
法
に
よ
り
創
造
さ
れ
た
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
を
承
認
す
る
か
、
す
な
わ
ち
同
様
の
リ
ー
エ
ン
が
内
国
法
に
存
在
し
な
い
場
合
に
契
約
締
結
地
法
に
よ
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
見
解
で
は
、
権
限
の
バ
ラ
ン
ス
、
国
家
の
礼
譲
（com
ity
   
  
）、
国
際
私
法
、
お
よ
び
自
然
的
正
義
、
こ
れ
ら
す
べ
て
が
こ
の
問
題
に
イ
エ
ス
の
答
え
を
示
し
て
い
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
法
廷
地
で
あ
る
英
国
法
は
契
約
締
結
地
法
に
よ
り
創
造
さ
れ
た
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
を
モ
ー
ゲ
ー
ジ
に
優
先
さ
せ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
不
公
正
が
ま
か
り
通
る
。
船
舶
修
理
業
者
は
全
世
界
で
有
効
と
思
っ
て
い
た
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
を
奪
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
う
な
れ
ば
修
理
業
者
は
、
時
間
と
金
を
費
や
し
て
船
舶
を
修
理
し
て
も
、
モ
ー
ゲ
ー
ジ
権
者
が
優
先
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
修
理
代
金
が
支
払
わ
れ
る
ま
で
は
出
航
を
許
さ
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。」
　The
H
alcyon
Isle
     
  
       
判
決
は
、
特
に
銀
行
に
と
っ
て
は
国
内
債
権
と
外
国
債
権
が
同
等
に
扱
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
国
内
経
済
秩
序
に
資
す
る
と
い
う
積
極
的
な
評
価
も
あ
り
得 
し
か
し
な
が
ら
、
銀
行
業
界
を
保
護
す
る
た
め
に
新
し
い
抵
触
法
ル
ー
ル
を
創
出
す
る
こ
と
や
、
た
ま
た
ま
米
国
の
修
理
業
者
を
資
す
る
結
果
に
な
る
か
ら
と
い
っ
て
米
国
の
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
法
の
効
力
を
否
定
す
る
こ
と
に
は
強
い
批
判
が
あ 
も
しThe
H
alcyon
Isle
 
   
  
    
  
判
決
の
抵
触
法
ル
ー
ル
が
全
世
界
的
に
適
用
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
契
約
締
結
地
法
で
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
が
認
め
ら
れ
な
い
か
あ
る
い
は
劣
後
的
に
扱
わ
れ
て
い
る
契
約
の
債
権
者
は
、
船
舶
が
ア
メ
リ
カ
で
仮
差
押
え
さ
れ
た
場
合
に
は
、
こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
に
米
国
の
裁
判
所
で
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
を
持
ち
出
す
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ 
逆
に
、
英
国
で
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
を
主
張
で
き
な
い
こ
と
を
懸
念
す
る
外
国
の
修
理
業
者
は
、
船
舶
所
有
者
や
銀
行
に
対
し
て
よ
り
確
実
な
担
保
を
要
求
す
る
よ
う
に
な
り
、
か
え
っ
て
船
舶
の
運
航
や
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
妨
げ
に
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ 
（
）
５７る
。
（
）
５８る
。
（
）
５９う
。
（
）
６０る
。
＜
論
　
　
説＞
修
道
法
学
　
三
四
巻
　
二
号 
六
二
八
（
　
　
　
）
二
四
３
　
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
構
成
国
へ
の
影
響
　The
H
alcyon
Isle
     
  
       
判
決
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
構
成
国
の
裁
判
例
に
影
響
を
与
え
た
。
こ
こ
で
は
い
く
つ
か
の
国
の
裁
判
例
を
取
り
上
げ
て
概
観
す
る
。
　（
一
）　
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
─
─T
ransolB
unker
B
.V.v.M
.V.A
ndrico
 
       
      
 
    
 
  
    
  U
nit
   
　
パ
ナ
マ
籍
の
船
舶
が
、
傭
船
者
の
求
め
に
応
じ
て
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
物
資
供
給
を
受
け
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
が
発
生
し
た
。
船
舶
は
そ
の
後
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
で
仮
差
押
え
を
受
け
た
。
　
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
最
高
裁
判
所
は
、
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
法
で
は
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
法
に
基
づ
く
債
権
に
は
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
が
与
え
ら
れ
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
対
物
管
轄
権
（jurisdiction
in
rem
 
  
  
      
  
）
を
否
定
し
た
。
こ
こ
で
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
法
と
は
、
一
九
八
三
年
一
一
月
一
日
発
効
のA
dm
iralty
Jurisdiction
Regulation
A
c
 
  
 
    
   
  
    
    
    
 t1983
     
に
よ
り
、
同
日
に
お
け
る
英
国
法
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
す
な
わ
ちThe
H
al
 
   
  -
cyon
Isle
     
  
判
決
の
多
数
意
見
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
英
国
法
で
は
ネ
セ
サ
リ
ー
ズ
の
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
が
承
認
さ
れ
て
い
な
い
。
　The
H
alcyon
Isle
     
  
       
判
決
で
は
管
轄
権
は
認
め
ら
れ
て
い
た
の
で
、
さ
ら
に
そ
れ
か
ら
踏
み
込
ん
だ
判
断
で
あ
っ
た
。
当
該
案
件
に
お
け
る
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
と
の
よ
り
密
接
な
結
び
付
き
は
無
視
さ
れ
、
英
国
法
の
法
域
編
入
（jurisdictionalincorporation
 
  
  
      
          
）
に
依
存
し
た
判
決
で
あ
る
。
　（
二
）　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
─
─The
B
etty
O
ttv.G
eneralB
ills
Lt
 
   
    
  
  
       
  
 
 
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
船
舶
モ
ー
ゲ
ー
ジ
が
問
題
と
な
っ
た
事
案
で
あ
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
船
舶
モ
ー
ゲ
ー
ジ
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
等
の
権
利
内
容
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
登
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
理
由
で
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
控
訴
裁
判
所
は
そ
の
承
認
を
拒
絶
し
た
。
そ
の
際
引
用
さ
れ
た
の
がThe
H
alcyon
Isle
 
   
  
    
  
事
件
で
あ
っ
た
。
し
か
し
結
果
と
し
て
、
オ
ー
（
）
６１
y
（
）
６２
d.  
米
国
お
よ
び
英
国
に
お
け
る
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
の
準
拠
法
（
大
西
・
田
邉
） 
六
二
九
（
　
　
　
）
二
五
ス
ト
ラ
リ
ア
の
モ
ー
ゲ
ー
ジ
は
社
債
発
行
に
よ
る
衡
平
法
上
の
担
保
に
劣
後
す
る
こ
と
と
な
っ 
　（
三
）　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
─
─M
olines
M
aritim
e
A
gency
Ltd.&
O
rs
v
 
      
    
  
      
 
  
 
   
.The
Skulptor
Vuchetic
     
   
 
  
       
　
ア
メ
リ
カ
の
レ
ッ
サ
ー
と
の
コ
ン
テ
ナ
リ
ー
ス
に
関
す
る
事
案
に
お
い
て
、
リ
ー
ス
契
約
書
中
に
債
権
保
全
の
た
め
の
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
条
項
が
設
け
ら
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
レ
ッ
サ
ー
の
有
す
る
ネ
セ
サ
リ
ー
ズ
債
権
が
承
認
さ
れ
な
か
っ
た
。
連
邦
裁
判
所
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
英
国
の
伝
統
的
な
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
で
あ
る
と
こ
ろ
の
船
舶
衝
突
等
の
事
故
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
権
、
救
助
料
債
権
、
船
員
の
給
料
債
権
、
船
長
の
給
料
お
よ
び
立
替
金
債
権
、
冒
険
貸
借
債
権
の
み
で
あ
る
と
し
て
、
リ
ー
ス
契
約
に
規
定
さ
れ
て
い
た
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
条
項
は
承
認
さ
れ
な
か
っ
た
。
４
　
Ｅ
Ｕ
の
共
通
法
化
の
影
響
　
欧
州
で
は
近
年
裁
判
管
轄
お
よ
び
準
拠
法
決
定
原
則
の
共
通
法
化
が
進
ん
で
き
た
。
裁
判
管
轄
権
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
に
民
事
及
び
商
事
分
野
に
お
け
る
裁
判
管
轄
及
び
判
決
の
承
認
・
執
行
に
関
す
る
理
事
会
規
則
（
ブ
ラ
ッ
セ
ル
Ⅰ
規 
が
採
択
さ
れ
た
。
ま
た
、
不
法
行
為
（
製
造
者
責
任
を
含
む
）、
不
当
利
得
、
契
約
前
の
取
引
な
ど
の
非
契
約
債
務
の
準
拠
法
決
定
基
準
に
つ
い
て
、Rom
e
II
Regulatio
 
  
  
  
    
  n  
（
ロ
ー
マ
Ⅱ
規 
が
二
〇
〇
九
年
一
月
に
発
効
し
た
。
契
約
債
務
に
適
用
さ
れ
る
準
拠
法
決
定
原
則
に
つ
い
て
は
、
一
九
八
〇
年
に
締
結
さ
れ
た
ロ
ー
マ
条
約
が
二
〇
〇
九
年
一
二
月
に
発
効
し
たRom
e
I
Regulation
 
  
  
 
    
   
（
ロ
ー
マ
Ⅰ
規 
に
置
き
換
わ
っ 
　
英
国
内
で
も
、
ロ
ー
マ
条
約
を
部
分
的
に
国
内
法
化
し
たC
ontracts
(A
pplicable
Law
)
A
ct
1990
 
   
   
   
       
    
   
  
    
や
、
不
法
行
為
の
抵
触
法
を
カ
バ
ー
す
るPrivate
InternationalLaw
(M
iscellan
 
  
  
 
  
           
 
 
 
     eous
Provisions)
A
ct1995
     
    
 
    
      
が
制
定
さ
れ 
　
と
り
わ
け
、
ロ
ー
マ
Ⅱ
規
則
第
一
二
条
一
（
ｃ
）
に
よ
り
「
全
部
又
は
一
部
の
債
務
不
履
行
の
効
果
（
法
規
で
規
定
さ
れ
る
場
合
に
限
り
損
（
）
６３た
。
（
）
６４
h
（
）
６５則
）
（
）
６６則
）
（
）
６７則
）
（
）
６８た
。
（
）
６９た
。
＜
論
　
　
説＞
修
道
法
学
　
三
四
巻
　
二
号 
六
三
〇
（
　
　
　
）
二
六
害
額
算
定
を
含
む
）」
が
契
約
に
適
用
さ
れ
る
法
の
規
律
事
項
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
、The
H
alcyon
Isle
 
   
  
    
  
判
決
の
見
直
し
を
迫
る
で
あ
ろ
 
　
し
か
し
な
が
ら
、
ご
く
最
近
の
裁
判
例
に
お
い
て
もThe
H
alcyon
Isle
 
   
  
    
  
判
決
は
依
然
維
持
さ
れ
て
お
り
、The
Fesco
A
ngara
 
   
     
     
事 
控
訴
院
民
事
部
判
決
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
に
つ
い
て
。（
ⅰ
）
英
国
の
抵
触
法
ル
ー
ル
の
下
で
は
、
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
を
強
制
す
る
権
利
は
法
廷
地
法
に
従
っ
て
決
定
さ
れ
る
事
項
で
あ
る
。（
ⅱ
）
英
国
法
の
下
で
は
、
ネ
セ
サ
リ
ー
ズ
に
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
が
な
い
こ
と
は
長
く
確
立
さ
れ
て
い
る
。（
ⅲ
）
英
国
法
の
下
で
承
認
さ
れ
得
る
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
今
日
制
定
法
の
み
に
よ
っ
て
拡
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
。（
ⅳ
）
制
定
法
が
対
物
管
轄
権
を
付
与
し
て
い
る
と
い
う
事
実
の
み
を
も
っ
て
、
英
国
法
の
下
で
、
当
該
債
権
が
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
の
性
質
を
帯
び
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
法
域
に
お
い
て
船
舶
へ
の
燃
料
炭
庫
の
供
給
者
は
、
燃
料
炭
庫
が
ネ
セ
サ
リ
ー
ズ
を
構
成
す
る
限
り
に
お
い
て
、
対
物
訴
訟
か
ら
の
売
得
金
の
み
に
か
か
っ
て
ゆ
く
こ
と
が
で
き
る
が
、
英
国
法
の
問
題
と
し
て
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
を
享
受
で
き
な
い
。（
ⅴ
）
し
た
が
っ
て
、
裁
判
所
が
課
す
る
条
件
に
よ
る
場
合
を
除
き
、
控
訴
人
は
当
該
法
域
に
お
い
て
米
国
の
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
を
請
求
す
る
こ
と
は
で
き
な 
５
　
小
括
─
─
海
事
裁
判
所
の
沿
革
と
そ
の
影
響
─
─
　The
H
alcyon
Isle
     
  
       
判
決
の
多
数
意
見
と
反
対
意
見
の
相
違
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
英
国
で
は
抵
触
法
問
題
に
お
け
る
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
を
、
実
体
法
上
の
権
利
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
手
続
的
救
済
で
あ
る
と
と
ら
え
て
い
る
。
こ
れ
は
英
国
に
お
い
て
海
事
債
権
分
野
が
制
定
法
に
拠
っ
て
い
な
い
こ
と
を
反
映
し
て
い 
そ
の
海
事
債
権
に
つ
い
て
定
め
を
置
い
て
い
るSenior
C
ourtA
ct1981
 
   
  
     
      
のSection
20
 
      
 
は
、
（
）
７０う
。
（
）
７１件
で
（
）
７２い
。」
（
）
７３る
。
米
国
お
よ
び
英
国
に
お
け
る
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
の
準
拠
法
（
大
西
・
田
邉
） 
六
三
一
（
　
　
　
）
二
七
一
項
で
高
等
法
院
（H
igh
C
ourt
 
 
  
    
）
の
海
事
管
轄
権
を
定
め
、
そ
の
対
象
と
な
る
債
権
を
二
項
に
列
挙
し
て
お
り
、
そ
の
中
に
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
が
認
め
ら
れ
る
債
権
、
お
よ
びstatutory
rightin
rem
 
 
 
 
   
 
   
 
  
が
認
め
ら
れ
る
債
権
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
管
轄
権
を
基
本
と
し
た
規
定
ぶ
り
こ
そ
が
、
海
事
裁
判
所
と
普
通
法
裁
判
所
の
管
轄
権
争
い
の
落
と
し
子
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
を
「
手
続
上
」
の
観
点
で
捉
え
る
傾
向
が
強
化
さ
れ
て
き
た
と
い
え
る
。
　
英
国
の
海
事
裁
判
所
は
一
四
世
紀
初
頭
か
ら
半
ば
に
か
け
て
誕
生
し
た
と
さ
れ 
そ
の
こ
ろ
か
ら
普
通
法
裁
判
所
お
よ
び
各
都
市
の
商
事
裁
判
所
と
の
間
で
管
轄
権
を
め
ぐ
る
争
い
が
絶
え
な
か
っ
た
。
一
四
世
紀
末
に
は
立
法
に
よ
り
管
轄
権
が
大
幅
に
縮
小
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
船
員
や
商
人
団
体
の
支
持
を
背
景
に
制
定
法
を
く
ぐ
り
抜
け
て
再
び
拡
大
し
、
一
六
世
紀
初
め
に
は
船
舶
に
関
す
る
ほ
と
ん
ど
一
切
の
事
件
に
つ
い
て
管
轄
権
を
有
す
る
に
い
た
っ 
　
こ
れ
に
対
す
る
普
通
法
裁
判
所
の
反
撃
を
受
け
て
、
海
事
裁
判
所
の
管
轄
権
は
一
七
世
紀
に
入
り
衰
退
し
、
そ
の
後
二
世
紀
に
わ
た
り
極
度
に
圧
縮
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
海
事
裁
判
所
に
は
固
有
の
管
轄
権
（inherentjurisdiction
 
       
  
  
   
）
の
み
が
認
め
ら
れ
、
そ
こ
に
含
ま
れ
た
の
は
領
海
外
に
お
け
る
不
法
行
為
、
領
海
外
に
お
い
て
締
結
さ
れ
か
つ
領
海
外
に
お
い
て
履
行
さ
れ
る
契
約
、
冒
険
貸
借
、
海
員
の
給
与
に
関
す
る
訴
訟
、
外
国
に
お
け
る
判
決
の
執
行
等
に
限
定
さ
れ
た
。
こ
れ
に
伴
い
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
の
種
類
自
体
も
極
め
て
限
定
さ
れ
 
　
一
九
世
紀
に
入
り
制
定
法
に
よ
り
海
事
裁
判
所
の
管
轄
権
は
回
復
、
拡
大
し
、
領
海
の
内
外
を
問
わ
ず
、
船
舶
に
関
し
発
生
し
た
す
べ
て
の
不
法
行
為
、
傭
船
運
送
契
約
、
海
難
救
助
、
挽
船
、
水
先
、
船
舶
に
対
す
る
ネ
セ
サ
リ
ー
ズ
の
提
供
、
船
舶
の
修
繕
建
造
艤
装
、
船
舶
共
有
者
の
船
舶
モ
ー
ケ
ー
ジ
等
に
関
す
る
訴
訟
に
つ
き
管
轄
権
が
認
め
ら
れ
る
に
い
た
っ
た
（
拡
大
さ
れ
た
管
轄
権
（extended
jurisdiction
   
        
  
   
））。
こ
れ
に
伴
い
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
の
種
類
も
増
加
を
み 
（
）
７４る
。
（
）
７５た
。
（
）
７６た
。
（
）
７７た
。
＜
論
　
　
説＞
修
道
法
学
　
三
四
巻
　
二
号 
六
三
二
（
　
　
　
）
二
八
　
か
く
し
て
海
事
債
権
の
管
轄
権
を
め
ぐ
っ
て
世
紀
を
跨
ぐ
争
奪
戦
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
、
頑
な
な
ま
で
の
法
定
地
法
説
の
確
立
に
寄
与
し
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
海
事
裁
判
所
と
普
通
法
裁
判
所
を
め
ぐ
る
管
轄
権
の
歴
史
が
、
英
国
の
裁
判
所
を
し
て
外
国
人
お
よ
び
海
外
の
債
権
を
審
理
す
る
管
轄
権
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
努
力
を
も
た
ら
し 
こ
の
こ
と
は
、
か
か
る
歴
史
的
経
緯
を
経
て
い
な
い
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
国
に
お
い
て
、The
H
alcyon
Isle
 
   
  
    
  
判
決
か
ら
の
ダ
イ
バ
ー
ト
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺
え 
四
ま
と
め
に
か
え
て
─
─
日
本
法
へ
の
示
唆
─
─
　
以
上
概
観
し
て
き
た
米
英
に
お
け
る
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
の
準
拠
法
決
定
方
法
か
ら
、
我
が
国
に
お
け
る
船
舶
先
取
特
権
の
準
拠
法
の
議
論
に
、
ど
の
よ
う
な
示
唆
が
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
　
我
が
国
で
は
、
通
則
法
を
用
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
法
が
欠
缺
し
て
い
る
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
議
論
が
始
ま
り
、
最
終
的
に
如
何
な
る
法
を
準
拠
法
と
す
る
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
で
多
数
の
説
が
存
在
す 
我
が
国
の
議
論
は
、
通
則
法
を
用
い
る
に
せ
よ
、
法
の
欠
缺
が
あ
る
と
し
て
条
理
に
依
る
に
せ
よ
、
通
則
法
の
場
合
は
一
三
条
の
「
物
権
の
問
題
」
と
、
条
理
の
場
合
は
「
船
舶
に
関
す
る
物
権
の
問
題
」
と
い
う
よ
う
に
、
物
権
の
問
題
と
法
性
決
定
す
る
説
が
大
半
で
あ 
先
述
の
船
舶
先
取
特
権
の
成
立
・
効
力
と
も
に
被
担
保
債
権
の
準
拠
法
と
す
る
説
で
さ
え
も
、
債
権
の
問
題
と
法
性
決
定
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
船
舶
先
取
特
権
の
原
因
関
係
の
準
拠
法
へ
の
付
随
的
連
結
を
主
張
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
と
評
価
さ
れ
て
い 
そ
し
て
、
物
権
の
問
題
と
法
性
決
定
し
た
上
で
、
旗
国
や
法
廷
地
、
被
担
保
債
権
成
立
時
の
船
舶
現
実
所
在
地
と
い
う
よ
う
に
連
結
点
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
、
ま
た
、
被
担
保
債
権
の
準
拠
法
を
累
積
適
用
す
る
の
か
、
と
い
う
二
点
が
議
論
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
　
し
か
し
、
我
が
国
の
議
論
は
、
こ
の
二
点
に
偏
り
過
ぎ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
論
じ
て
き
た
よ
う
に
、
米
国
で
は
契
約
債
権
に
基
（
）
７８た
。
（
）
７９る
。
（
）
８０る
。
（
）
８１る
。
（
）
８２る
。
米
国
お
よ
び
英
国
に
お
け
る
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
の
準
拠
法
（
大
西
・
田
邉
） 
六
三
三
（
　
　
　
）
二
九
づ
く
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
に
つ
い
て
は
契
約
の
問
題
と
、
英
国
で
は
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
に
つ
い
て
は
手
続
の
問
題
と
法
性
決
定
し
て
い
る
。
米
英
両
国
と
我
が
国
と
で
は
、
法
性
決
定
の
仕 
お
よ
び
実
質
法
に
お
け
る
船
舶
先
取
特
権
に
対
す
る
概
念
に
違
い
が
あ
る
た
め
、
米
英
の
法
性
決
定
と
同
様
に
、
我
が
国
に
お
い
て
も
直
ち
に
契
約
の
問
題
な
い
し
は
手
続
の
問
題
と
法
性
決
定
す
る
と
い
う
訳
に
は
い
か
な
い
。
し
か
し
、
船
舶
先
取
特
権
を
物
権
の
問
題
と
法
性
決
定
す
る
こ
と
を
所
与
と
し
て
議
論
す
る
姿
勢
に
、
問
題
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
　
我
が
国
に
お
い
て
も
、
船
舶
先
取
特
権
は
被
担
保
債
権
の
効
力
で
あ
る
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
し
、
法
廷
地
法
を
準
拠
法
と
す
る
説
の
根
拠
に
は
手
続
上
の
便
宜
を
考
慮
す
る
観
点
が
含
ま
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
移
動
を
常
と
す
る
船
舶
の
性
質
上
、
目
的
物
所
在
地
法
主
義
は
単
純
に
は
妥
当
せ
ず
、
従
来
よ
り
船
舶
の
物
権
問
題
に
お
い
て
主
張
さ
れ
て
き
た
旗
国
法
主
義
も
、
便
宜
置
籍
船
の
問
題
か
ら
船
舶
と
の
牽
連
性
に
難
点
を
抱
え
、
法
廷
地
法
説
は
法
廷
地
漁
り
の
問
題
を
抱
え
る
。
す
な
わ
ち
、
物
権
の
問
題
と
法
性
決
定
し
て
処
理
を
行
う
に
は
難
が
多
い
。
そ
う
す
る
と
、
法
性
決
定
に
お
い
て
国
際
私
法
独
自
説
を
通
説
と
す
る
我
が
国
お
い
て
も
、
船
舶
先
取
特
権
が
物
権
と
し
て
の
性
質
を
有
す
る
と
い
う
点
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
ら
の
点
に
着
目
し
て
債
権
の
問 
い
し
は
手
続
の
問
題
と
法
性
決
定
す
る
こ
と
も
大
い
に
可
能
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
現
に
森
田
教
授
は
、
船
舶
所
有
者
が
被
担
保
債
権
の
債
務
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
債
権
者
・
債
務
者
間
の
権
利
義
務
の
問
題
と
捉
え
て
、
船
舶
先
取
特
権
の
成
立
お
よ
び
効
力
（
順
位
を
除
く
）
に
は
被
担
保
債
権
の
準
拠
法
（
通
則
法
七
条
以
下
）
の
み
を
適
用
す
べ
き
こ
と
を
主
張
す 
こ
れ
は
、
船
舶
先
取
特
権
の
問
題
に
つ
き
、
部
分
的
に
せ
よ
、
債
権
の
問
題
と
法
性
決
定
し
て
い
る
と
評
価
で
き
る
。
　
我
が
国
の
議
論
は
、
連
結
点
の
問
題
と
被
担
保
債
権
の
準
拠
法
の
考
慮
の
問
題
の
二
点
に
議
論
が
集
中
し
て
お
り
、
議
論
が
収
束
を
見
な
い
状
態
が
続
い
て
い
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
議
論
の
関
心
を
上
記
二
点
以
外
に
向
け
て
、
法
性
決
定
を
見
直
す
こ
と
に
よ
り
、
新
た
な
可
能
性
が
見
え
て
く
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
い
う
も
の
の
、
法
性
決
定
に
関
心
を
向
け
る
こ
と
に
よ
り
、
例
え
ば
、
債
権
の
準
拠
法
の
適
用
を
ま
ず
第
一
に
考
え
、
そ
の
後
に
物
権
の
準
拠
法
を
累
積
適
用
す
る
か
否
か
な
ど
、
新
た
な
説
が
生
ま
れ
、
議
論
が
さ
ら
に
錯
綜
す
る
お
そ
れ
も
（
）
８３方
、
（
）
８４題
な
（
）
８５る
。
＜
論
　
　
説＞
修
道
法
学
　
三
四
巻
　
二
号 
六
三
四
（
　
　
　
）
三
〇
あ
る
。
し
か
し
、
債
権
な
い
し
は
手
続
の
問
題
と
法
性
決
定
し
、
物
権
の
準
拠
法
を
考
慮
す
る
必
要
が
な
く
な
れ 
被
担
保
債
権
の
準
拠
法
な
い
し
は
法
廷
地
法
を
準
拠
法
と
す
る
こ
と
で
議
論
が
収
束
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
債
権
な
い
し
は
手
続
の
問
題
と
法
性
決
定
し
得
る
か
否
か
、
ま
た
、
そ
の
よ
う
に
法
性
決
定
し
た
場
合
に
準
拠
法
が
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
に
つ
い
て
は
別
稿
に
譲
る
。
　
以
上
よ
り
、
米
英
両
国
の
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
の
準
拠
法
の
決
定
方
法
か
ら
我
が
国
の
議
論
へ
の
示
唆
は
、
法
性
決
定
に
も
関
心
を
向
け
る
べ
き
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
（
１
）　『
民
法
商
法
修
正
案
理
由
書 
博
文
館
蔵
版
』（
一
八
九
八
）
所
収
の
「
法
例
修
正
案
理
由
書
」
四
頁
に
は
、「
三
、
本
案
ハ
法
律
適
用
ノ
通
則
ニ
関
ス
ル
規
定
ノ
普
通
法
ナ
ル
ガ
故
ニ
本
案
ニ
規
定
セ
ル
事
項
ト
同
一
ノ
性
質
ヲ
有
ス
ル
事
項
ニ
テ
モ
特
別
ノ
規
定
ヲ
要
ス
ベ
キ
モ
ノ
ハ
之
ヲ
特
別
法
ニ
譲
リ
タ
リ
…
今
其
主
要
ノ
事
項
ヲ
左
ニ
列
挙
セ
ン
　（
イ
）
船
舶
ニ
関
ス
ル
事
項
即
チ
船
舶
ノ
所
在
地
法
、
海
損
、
衝
突
及
ヒ
救
助
ニ
関
ス
ル
國
際
私
法
的
特
別
規
定
ハ
コ
レ
ヲ
船
舶
及
ヒ
航
海
ニ
関
ス
ル
特
別
法
ニ
譲
ル
コ
ト
ト
セ
リ
」
と
あ
り
、
法
例
の
立
法
担
当
者
は
、
船
舶
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
法
例
で
は
な
く
特
別
法
に
よ
り
準
拠
法
を
決
定
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
　
な
お
、
当
時
法
典
調
査
会
が
編
述
し
た
立
法
資
料
の
原
題
は
「
法
例
修
正
案
参
考
書
」
で
あ
る
が
、
上
記
書
籍
に
収
め
ら
れ
る
際
に
「
法
例
修
正
案
理
由
書
」
と
改
題
さ
れ
た
こ
と
が
上
記
書
籍
の
凡
例
に
記
さ
れ
て
い
る
。「
法
例
修
正
案
参
考
書
」
と
「
法
例
修
正
案
理
由
書
」
の
関
係
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
、
高
桑
昭
「
法
例
修
正
案
に
関
す
る
参
考
書
と
理
由
書
─
わ
が
国
の
国
際
私
法
学
に
お
け
る
立
法
資
料
の
取
扱
─
」
国
際
法
外
交
雑
誌
八
六
巻
二
号
（
一
九
八
七
）
一
五
四
頁
以
下
を
参
照
。
（
２
）　
平
成
一
八
年
の
法
例
か
ら
通
則
法
へ
の
改
正
時
に
規
定
が
設
け
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
、
法
制
審
議
会
で
意
見
の
一
致
を
見
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
別
冊
Ｎ
Ｂ
Ｌ
編
集
部
編
『
法
の
適
用
に
関
す
る
通
則
法
関
係
資
料
と
解
説
』（
別
冊
Ｎ
Ｂ
Ｌ 
№
一
一
〇
）（
商
事
法
務
、
二
〇
〇
六
）
二
三
六
─
二
三
九
頁
を
参
照
。
（
３
）　
国
連
海
洋
法
条
約
八
六
条
お
よ
び
八
七
条
。
　
公
海
に
つ
い
て
は
、
海
事
法
研
究
会
編
『
海
事
法
　
第
７
版
』（
海
文
堂
、
二
〇
一
一
）
三
〇
八
─
三
一
一
頁
を
参
照
。
（
）
８６ば
、
米
国
お
よ
び
英
国
に
お
け
る
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
の
準
拠
法
（
大
西
・
田
邉
） 
六
三
五
（
　
　
　
）
三
一
（
４
）　
我
が
国
に
は
、
民
法
上
の
先
取
特
権
（
民
法
三
〇
三
条
以
下
）
を
は
じ
め
種
々
の
先
取
特
権
が
あ
り
、
船
舶
先
取
特
権
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
船
舶
先
取
特
権
は
、
船
舶
、
属
具
お
よ
び
未
収
運
賃
（
い
わ
ゆ
る
海
産
）
を
目
的
物
と
し
（
た
だ
し
、
船
舶
先
取
特
権
の
う
ち
、
後
述
す
る
国
際
海
上
物
品
運
送
法
一
九
条
一
項
の
定
め
る
船
舶
先
取
特
権
は
、
船
舶
お
よ
び
そ
の
属
具
の
み
）、
そ
の
性
質
は
民
法
上
の
先
取
特
権
と
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
効
力
に
つ
い
て
も
民
法
の
規
定
が
補
充
的
に
適
用
さ
れ
る
。
　
船
舶
先
取
特
権
を
生
ず
る
債
権
は
、
商
法
八
四
二
条
、
船
舶
の
所
有
者
等
の
責
任
の
制
限
に
関
す
る
法
律
（
以
下
、「
船
主
責
任
制
限
法
」
と
い
う
。）
九
五
条
一
項
、
船
舶
油
濁
損
害
賠
償
保
障
法
四
〇
条
一
項
、
お
よ
び
国
際
海
上
物
品
運
送
法
一
九
条
一
項
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
　
そ
し
て
、
船
舶
先
取
特
権
相
互
間
の
順
位
に
つ
い
て
は
、
商
法
八
四
四
条
、
船
主
責
任
制
限
法
九
五
条
二
項
お
よ
び
三
項
、
船
舶
油
濁
損
害
賠
償
法
四
〇
条
二
項
お
よ
び
三
項
、
並
び
に
国
際
海
上
物
品
運
送
法
一
九
条
二
項
お
よ
び
三
項
に
、
ま
た
、
船
舶
先
取
特
権
と
他
の
担
保
物
権
と
の
優
先
劣
後
の
関
係
は
、
商
法
八
四
五
条
お
よ
び
八
四
九
条
、
船
主
責
任
制
限
法
九
五
条
三
項
、
船
舶
油
濁
損
害
賠
償
法
四
〇
条
三
項
、
並
び
に
国
際
海
上
物
品
運
送
法
一
九
条
三
項
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
　
我
が
国
の
船
舶
先
取
特
権
制
度
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
最
近
の
文
献
と
し
て
、
中
村
眞
澄
＝
箱
井
崇
史
『
海
商
法
』（
成
文
堂
、
二
〇
一
〇
）
三
六
六
─
三
七
四
頁
を
、
比
較
法
的
考
察
が
あ
る
文
献
と
し
て
、
田
中
誠
二
『
海
商
法
詳
論
　
増
補
第
三
版
』（
勁
草
書
房
、
一
九
八
五
）
五
六
五
─
五
八
〇
頁
を
参
照
。
　
ま
た
、
準
拠
法
の
問
題
を
含
め
我
が
国
に
お
け
る
船
舶
先
取
特
権
が
抱
え
る
諸
問
題
に
つ
い
て
は
、
阿
部
士
郎
＝
峰
隆
男
「
船
舶
先
取
特
権
を
め
ぐ
る
問
題
点
」
米
倉
明
ほ
か
編
『
金
融
担
保
法
講
座
Ⅳ
巻
　
質
権
・
留
置
権
・
先
取
特
権
・
保
証
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
八
六
）
二
一
三
─
二
五
五
頁
を
参
照
。
（
５
）　
①
西
賢
・
昭
和
四
八
年
度
重
要
判
例
解
説
（
ジ
ュ
リ
ス
ト
五
六
五
号
）（
一
九
七
四
）
二
一
二
頁
、
道
垣
内
正
人
「
海
事
国
際
私
法
」
落
合
誠
一
＝
江
頭
憲
治
郎
編
集
代
表
『
海
法
大
系
』（
商
事
法
務
、
二
〇
〇
三
）
六
八
二
─
六
八
三
頁
。
　
②
平
塚
眞
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
年
鑑
一
九
七
〇
年
版
（
一
九
七
〇
）
二
一
四
頁
、
山
崎
良
子
「
判
批
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
五
六
〇
号
（
一
九
七
四
）
一
三
七
─
一
三
八
頁
。
　
③
山
戸
嘉
一
『
海
事
國
際
私
法
論
』（
有
斐
閣
、
一
九
四
三
）
四
二
一
─
四
二
二
頁
、
四
三
九
─
四
四
〇
頁
、
折
茂
豊
『
国
際
私
法
（
各
論
）〔
新
版
〕』
＜
論
　
　
説＞
修
道
法
学
　
三
四
巻
　
二
号 
六
三
六
（
　
　
　
）
三
二
（
有
斐
閣
、
一
九
七
二
）
九
二
頁
、
一
〇
九
─
一
一
〇
頁
、
山
田
鐐
一
『
国
際
私
法
（
第
三
版
）』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
四
）
二
九
六
頁
、
三
一
一
頁
、
濱
四
津
尚
文
「
判
批
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
五
一
三
号
（
一
九
七
二
）
一
一
二
─
一
一
三
頁
。
　
④
平
塚
眞
「
判
批
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
四
二
〇
号
（
一
九
六
九
）
一
二
五
─
一
二
七
頁
、
溜
池
良
夫
『
国
際
私
法
講
義
［
第
三
版
］』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
五
）
三
三
八
─
三
三
九
頁
、
三
四
三
頁
。
な
お
、
平
塚
は
④
か
ら
②
に
改
説
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
　
⑤
東
京
地
決
平
成
四
年
一
二
月
一
五
日
判
タ
八
一
一
号
二
二
九
頁
。
中
田
明
「
判
批
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
〇
六
二
号
（
一
九
九
五
）
一
二
一
頁
。
　
⑥
谷
川
久
・
渉
外
判
例
百
選
［
第
二
版
］（
一
九
八
六
）
六
五
頁
、
阿
部
＝
峰
・
前
掲
注
（
４
）
二
四
一
─
二
四
七
頁
。
　
⑦
石
黒
一
憲
『
金
融
取
引
と
国
際
訴
訟
』（
有
斐
閣
、
一
九
八
三
）
三
四
三
頁
。
（
６
）　
船
舶
先
取
特
権
の
準
拠
法
の
問
題
は
、
国
際
私
法
の
観
点
か
ら
は
「
海
事
国
際
私
法
」
の
問
題
に
、
海
商
法
の
観
点
か
ら
は
「
国
際
海
商
法
」
の
問
題
と
な
る
。
海
事
国
際
私
法
に
つ
い
て
は
、
神
前
禎
「
海
事
国
際
私
法
の
『
独
自
性
』」
国
際
私
法
年
報
二
号
（
二
〇
〇
一
）
一
五
二
頁
を
、
国
際
海
商
法
に
つ
い
て
は
、
田
中
・
前
掲
注
（
４
）
六
四
─
六
六
頁
を
参
照
。
（
７
）　
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
に
関
す
る
邦
語
文
献
と
し
て
、
小
島
孝
「
米
国
法
に
お
け
るm
aritim
e
liens
 
    
   
  
（
船
舶
先
取
特
権
）
に
つ
い
て
」
海
法
会
誌
復
刊
四
号
（
一
九
五
六
）
六
五
頁
以
下
、
谷
川
久
「
船
舶
先
取
特
権
を
生
ず
べ
き
債
権
」
成
蹊
法
学
一
二
号
（
一
九
七
八
）
一
一
一
頁
以
下
、
志
水
巌
「
米
国
に
お
け
る
船
舶
の
差
押
・
先
取
特
権
・
抵
当
権
（
１
）（
２
）」
海
事
法
研
究
会
誌
五
三
号
（
一
九
八
三
）
九
頁
以
下
、
五
四
号
（
一
九
八
三
）
一
一
頁
以
下
を
、
英
語
文
献
と
し
て
、T  
H
O
M
A
S
 
 
 
 
 
J.S
 
  
C
H
O
E
N
B
A
U
M
 
 
 
 
 
 
 
 
 
,A   
D
M
IRA
LTY
 
 
   
    A
N
D
 
 
 
M  
A
RITIM
E
 
     
 
L  
A
W
 
 
,§7–1,at442–487
(4th
ed.2004)
                
  
 
       
お
よ
び
W  
ILLIA
     
M  
T  
E
TLE
Y
 
   
 ,M   
A
RITIM
 
     
E  
L  
IE
N
S
  
 
 
&
C
 
 
LA
IM
S
  
  
 
219–434
(Les
É
ditions
Yvon
B
lais,2
 
       
    
   
   
    
 
 
  nd
ed.1998)
   
       
を
参
照
。
（
８
）　
他
に
、
船
舶
や
そ
の
属
具
、
そ
し
て
未
収
運
賃
が
目
的
物
と
な
る
点
も
我
が
国
と
同
様
で
あ
る
。
た
だ
し
、
米
国
で
は
、
貨
物
に
対
し
て
も
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
の
主
張
が
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。
（
９
）　
米
国
法
お
い
て
船
舶
が
擬
人
化
さ
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
志
水
「
米
国
に
お
け
る
船
舶
の
差
押
・
先
取
特
権
・
抵
当
権
（
２
）」
前
掲
注
（
７
）
一
五
─
一
六
頁
を
参
照
。
（
　
）　
英
国
は
米
国
と
同
じ
コ
モ
ン
ロ
ー
国
で
あ
る
が
、
船
舶
の
擬
人
化
と
い
う
考
え
方
は
徹
底
し
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
対
物
訴
訟
の
制
度
は
あ
る
１０
が
、
そ
の
意
味
合
い
は
船
舶
の
責
任
を
問
う
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
対
人
訴
訟
を
経
る
よ
り
も
執
行
ま
で
の
時
間
を
短
縮
で
き
る
と
い
う
も
の
で
あ
米
国
お
よ
び
英
国
に
お
け
る
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
の
準
拠
法
（
大
西
・
田
邉
） 
六
三
七
（
　
　
　
）
三
三
る
。
そ
の
た
め
、
米
国
と
英
国
と
で
は
対
物
訴
訟
の
要
件
に
も
差
異
が
あ
る
。
（
　
）　
後
述
す
る
優
先
船
舶
抵
当
権
（preferred
ship
m
ortgage
    
     
  
 
       
）
は
担
保
権
で
あ
る
が
、
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
が
付
与
さ
れ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
１１
海
事
債
権
（
海
事
上
の
請
求
）
と
同
様
に
扱
う
。
（
　
）　
英
国
で
は
、
過
去
に
普
通
裁
判
所
と
海
事
裁
判
所
と
の
間
で
管
轄
権
争
い
が
生
じ
た
結
果
、
海
事
裁
判
所
の
管
轄
権
が
縮
減
さ
れ
た
た
め
、
船
舶
先
１２
取
特
権
の
種
類
は
限
定
的
で
あ
る
。
英
国
に
お
け
る
管
轄
権
争
い
に
つ
い
て
は
、
小
島
孝
「
英
国
法
に
お
け
る
海
上
財
産
上
のLiens
 
 
  
に
つ
い
て
」
海
法
会
誌
復
刊
六
号
（
一
九
五
八
）
二
六
─
二
九
頁
お
よ
び
本
稿
「
三
　
５
　
小
括
─
─
海
事
裁
判
所
の
沿
革
と
そ
の
影
響
─
─
」
を
参
照
。
　
そ
れ
に
対
し
、
そ
の
よ
う
な
管
轄
権
争
い
の
な
か
っ
た
米
国
で
は
、
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
と
対
物
訴
訟
と
が
組
み
合
わ
さ
っ
て
発
達
し
、
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
を
生
じ
さ
せ
る
債
権
が
多
岐
に
わ
た
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
　
な
お
、
米
国
に
お
い
て
は
、28
U
.S.C
.§1333
(2000)
 
  
 
 
       
     
に
よ
り
海
事
事
件
の
事
物
管
轄
権
は
連
邦
裁
判
所
に
あ
る
。
（
　
）　
分
類
の
仕
方
に
つ
い
て
は
、S  
C
H
O
E
N
B
A
U
M
 
 
 
 
 
 
 
 
 
,  supra
     
note
7,§7–1,at444–446
 
  
 
               
を
参
考
に
し
た
。
１３
（
　
）　
一
九
二
〇
年
船
舶
抵
当
権
法
（The
Ship
M
ortgage
A
ctof1920
    
  
 
      
 
        
）
に
よ
り
認
め
ら
れ
る
抵
当
権
。
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
が
付
与
さ
れ
、
優
１４
先
船
舶
抵
当
権
に
優
先
す
る
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
の
種
類
は
限
定
さ
れ
て
い
る
。
（
　
）　N
ew
York
D
ock
C
o.v.The
Steam
ship
P
 
  
 
    
    
        
 
  
   
 
ozan,274
U
.S.117,47
S.C
t.482,71
         
 
        
 
  
     
L.E
d.955
(1927)
 
 
      
     .  
１５
（
　
）　
租
税
債
権
は
海
事
性
が
認
め
ら
れ
な
い
た
め
、
租
税
債
権
に
基
づ
く
リ
ー
エ
ン
は
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
で
は
な
く
、
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
１６
に
劣
後
す
る
。See
 
  
U
nited
States
v.Flood,247
F.2d
20
 
     
 
 
  
   
       
   
 9
(1stC
ir.1957)
  
    
 
      .  
　
た
だ
し
、
こ
の
点
に
関
し
、
小
島
・
前
掲
注
（
７
）
七
四
頁
お
よ
び
谷
川
・
前
掲
注
（
７
）
一
二
五
頁
は
、
租
税
債
権
を
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
の
被
担
保
債
権
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
筆
者
と
同
様
の
指
摘
と
し
て
、
志
水
「
米
国
に
お
け
る
船
舶
の
差
押
・
先
取
特
権
・
抵
当
権
（
２
）」
前
掲
注
（
７
）
一
三
頁
の
脚
注
（
　
）
を
参
照
。
３４
（
　
）　S  
C
H
O
E
N
B
A
U
 
 
 
 
 
 
 
 
M  
,  supra
     
note
7,§7–6,at470–476
 
  
 
               .  
１７
　
た
だ
し
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
小
島
・
前
掲
注
（
７
）
八
三
頁
お
よ
び
谷
川
・
前
掲
注
（
７
）
一
二
六
頁
は
、
我
が
国
の
場
合
と
同
様
、
ま
ず
航
海
の
順
で
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
の
順
位
が
決
ま
り
、
次
に
同
一
航
海
内
で
発
生
し
た
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
の
順
位
に
つ
い
て
は
被
担
保
債
権
の
＜
論
　
　
説＞
修
道
法
学
　
三
四
巻
　
二
号 
六
三
八
（
　
　
　
）
三
四
種
類
に
よ
っ
て
決
ま
る
と
説
明
す
る
。
筆
者
と
同
様
の
指
摘
と
し
て
、
志
水
「
米
国
に
お
け
る
船
舶
の
差
押
・
先
取
特
権
・
抵
当
権
（
２
）」
前
掲
注
（
７
）
一
二
頁
の
脚
注
（
　
）
を
参
照
。
３２
（
　
）　
我
が
国
船
舶
先
取
特
権
の
順
位
と
米
国
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
の
順
位
を
比
較
し
た
も
の
と
し
て
、
志
水
「
米
国
に
お
け
る
船
舶
の
差
押
・
先
取
１８
特
権
・
抵
当
権
（
２
）」
前
掲
注
（
７
）
一
三
頁
の
図
表
を
参
照
。
（
　
）　W  
ILLIA
     
M  
T  
E
TLE
Y
 
   
 ,I   N
TE
RN
A
TIO
N
A
 
  
  
 
   
 
 
L  
C  
O
N
FLIC
T
 
 
    
  O
F
 
 
L  
A
W
S
 
 
 :C   
O
M
M
O
N
 
 
 
 
 ,C   
IV
IL
  
  
&
M
 
 
A
RITIM
E
 
     
 
542–543
(InternationalShipping
Pub
 
       
   
           
  
  
  lications,1994)
             .  
１９
（
　
）　
ア
レ
ス
ト
（arrest
      
）
と
は
、
船
主
あ
る
い
は
船
舶
に
一
定
の
権
利
を
主
張
す
る
者
の
申
請
に
よ
り
、
司
法
機
関
が
そ
の
権
利
の
担
保
の
た
め
に
船
２０
舶
の
航
行
の
自
由
を
奪
う
行
為
で
あ
る
。
　
ア
レ
ス
ト
は
、
運
航
を
旨
と
す
る
船
舶
の
航
行
を
止
め
る
も
の
で
あ
り
、
船
舶
関
係
者
に
与
え
る
影
響
が
大
き
い
。
し
た
が
っ
て
、
ア
レ
ス
ト
に
関
す
る
ル
ー
ル
は
明
確
で
国
際
的
に
統
一
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、
条
約
が
い
く
つ
か
存
在
す
る
。
ア
レ
ス
ト
に
関
す
る
条
約
に
つ
い
て
は
、
髙
橋
美
加
「
船
舶
先
取
特
権
・
ア
レ
ス
ト
」
落
合
＝
江
頭
編
集
代
表
・
前
掲
注
（
５
）
一
〇
九
頁
以
下
を
参
照
。
　
ま
た
、
ア
レ
ス
ト
と
は
、
我
が
国
の
概
念
で
は
、
仮
差
押
え
（
民
事
保
全
法
二
〇
条
）、
差
押
え
、
仮
処
分
、
船
舶
競
売
の
申
立
て
前
に
お
け
る
保
全
的
差
押
え
（
民
事
執
行
法
一
八
九
条
、
一
一
五
条
）
に
相
当
す
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、
志
津
田
一
彦
『
船
舶
先
取
特
権
の
研
究
』（
成
文
堂
、
二
〇
一
〇
）
三
九
四
頁
を
参
照
。
　
な
お
、
米
国
に
お
い
て
は
、
ア
レ
ス
ト
は
対
物
訴
訟
の
開
始
要
件
と
な
っ
て
い
る
。
ア
レ
ス
ト
や
対
物
訴
訟
を
含
め
、
米
国
に
お
け
る
海
事
事
件
の
裁
判
手
続
に
つ
い
て
は
、RobertForce
 
      
    
（
青
戸
照
太
郎
ほ
か
訳
）『A
dm
iralty
and
M
aritim
e
Law
 
  
 
    
   
    
  
  
』（
日
本
海
運
集
会
所
、
二
〇
〇
九
）
二
四
─
三
四
頁
を
参
照
。
（
　
）　
米
国
に
お
け
る
海
事
裁
判
管
轄
に
つ
い
て
は
、S  
C
H
O
E
N
B
A
U
M
 
 
 
 
 
 
 
 
 
,  supra
     
note
7,§1,at1–83
 
  
 
          
を
参
照
。
２１
　
な
お
、
米
国
に
お
け
る
一
般
的
な
国
際
裁
判
管
轄
問
題
に
つ
い
て
は
、
野
村
美
明
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
国
際
事
件
の
裁
判
管
轄
問
題
（
一
）（
二
）
（
三
）（
四
・
完
）」
阪
大
法
学
一
二
六
号
（
一
九
八
三
）
九
一
頁
以
下
、
一
二
七
号
（
一
九
八
三
）
六
七
頁
以
下
、
一
三
一
号
（
一
九
八
四
）
五
五
頁
以
下
、
一
三
二
号
（
一
九
八
四
）
六
五
頁
以
下
を
参
照
。
　
ま
た
、
我
が
国
に
お
け
る
、
海
事
事
件
に
関
す
る
国
際
裁
判
管
轄
に
つ
い
て
は
、
平
塚
眞
「
海
事
裁
判
管
轄
」
落
合
＝
江
頭
編
集
代
表
・
前
掲
注
米
国
お
よ
び
英
国
に
お
け
る
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
の
準
拠
法
（
大
西
・
田
邉
） 
六
三
九
（
　
　
　
）
三
五
（
５
）
六
二
三
頁
以
下
を
参
照
。
（
　
）　
管
轄
権
の
問
題
の
具
体
的
処
理
に
つ
い
て
は
、T  
E
TLE
Y
 
   
 ,  supra
     
note
19,at544–546
 
  
 
           
に
依
拠
。
２２
（
　
）　
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
ノ
ン
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
の
法
理
の
適
用
に
つ
い
て
は
、S  
C
H
O
E
N
B
A
U
M
 
 
 
 
 
 
 
 
 
,  supra
     
note
7,§19–12,at1106–1109
 
  
 
                   
を
参
照
。
２３
（
　
）　
米
国
に
お
い
て
成
立
な
い
し
効
力
（
順
位
を
除
く
）
と
順
位
と
で
分
け
る
考
え
方
に
つ
い
て
は
、
森
田
博
志
「
ア
メ
リ
カ
牴
触
法
に
お
け
る
マ
リ
タ
２４
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
の
準
拠
法
の
現
状
と
わ
が
国
の
国
際
私
法
に
お
け
る
船
舶
先
取
特
権
の
準
拠
法
に
つ
い
て
の
解
釈
論
」
海
事
法
研
究
会
誌
一
二
三
号
（
一
九
九
四
）
七
頁
を
参
照
。
（
　
）　
森
田
・
前
掲
注
（
　
）
一
頁
以
下
。
２５
２４
（
　
）　
森
田
・
前
掲
注
（
　
）
七
頁
。
２６
２４
（
　
）　
森
田
・
前
掲
注
（
　
）
七
頁
。
２７
２４
（
　
）　
森
田
・
前
掲
注
（
　
）
一
四
頁
。
２８
２４
（
　
）　
米
国
の
ほ
か
、
英
国
、
カ
ナ
ダ
、
南
ア
フ
リ
カ
等
で
も
法
廷
地
法
で
確
定
し
て
い
る
。T  
E
TLE
Y
 
   
 ,  supra
     
note
19,at551
 
  
 
       
、
お
よ
び
本
稿
「
三
　
３
　
２９
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
構
成
国
へ
の
影
響
」
を
参
照
。
（
　
）　Lauritzen
v.Larsen,345
U
.S.571
(1
         
            
 
     
 953)
    .  
山
内
惟
介
『
海
事
国
際
私
法
の
研
究
』（
中
央
大
学
出
版
部
、
一
九
八
八
）
五
八
─
六
〇
頁
に
本
判
３０
例
の
紹
介
が
あ
る
。
（
　
）　
我
が
国
が
外
国
法
法
律
説
を
採
用
す
る
（
通
説
）
の
に
対
し
、
米
国
は
外
国
法
事
実
説
を
採
用
す
る
た
め
、
準
拠
法
に
つ
い
て
は
当
事
者
の
主
張
が
３１
必
要
で
あ
る
。
（
　
）　
こ
の
ほ
かH
oegh
Shield
 
     
  
 
事
件
判
決
以
前
の
重
要
な
判
例
と
し
て
、
本
判
例
の
七
要
素
に
加
え
、
八
番
目
の
要
素
と
し
て
「
船
主
の
主
な
営
業
地
」
３２
と
い
う
要
素
を
挙
げ
たH
ellenic
Lines
Ltd.v.Rhoditis,398
 
     
 
 
   
 
         
    
U
.S.306
(1970)
 
 
     
     
が
あ
る
。Lauritzen
 
       
事
件
とRhoditis
 
     
事
件
で
示
さ
れ
た
基
準
は
、
そ
の
後
の
海
事
事
件
に
お
い
て
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
（
　
）　
山
内
・
前
掲
注
（
　
）
六
〇
頁
は
、
本
判
例
に
つ
き
、「
不
法
行
為
地
」、「
旗
国
」、
お
よ
び
「
法
廷
地
」
等
の
概
念
を
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
一
段
階
下
３３
３０
の
法
的
観
点
へ
引
き
下
し
た
点
に
そ
の
意
義
が
認
め
ら
れ
る
と
評
価
し
て
い
る
。
＜
論
　
　
説＞
修
道
法
学
　
三
四
巻
　
二
号 
六
四
〇
（
　
　
　
）
三
六
（
　
）　G
ulfT
rading
&
T
ransp.C
o.v.Vessel
 
   
    
  
 
       
     
     H
oegh
Shield,658
F.2d
363
(5th
C
ir
 
     
  
 
     
   
   
  
 
 .1981)
      .  
森
田
・
前
掲
注
（
　
）
五
─
六
頁
に
本
裁
判
例
の
紹
３４
２４
介
が
あ
る
。
（
　
）　Sem
baw
ang
Shipyard,Ltd.v.C
harger,
   
   
    
  
       
    
       Inc.,955
F.2d
983
(5th
C
ir.1992)
     
   
 
  
   
  
 
 
      .  
森
田
・
前
掲
注
（
　
）
六
─
七
頁
に
本
裁
判
例
の
紹
介
が
あ
る
。
３５
２４
（
　
）　D
resdner
B
ank
A
G
v.M
/V
O
lym
pia
Voya
 
        
    
 
 
  
  
 
 
 
  
 
   ger,446
F.3d
1377
(11th
C
ir.2006)
        
   
    
   
 
 
      .  
３６
（
　
）　
森
田
・
前
掲
注
（
　
）
三
─
四
頁
お
よ
び
九
頁
。
３７
２４
（
　
）　T  
E
TLE
 
   
Y  ,  supr
    a  
note
19,at276–279
 
  
 
           .  
３８
（
　
）　
詳
し
く
は
、
志
津
田
・
前
掲
注
（
　
）
一
八
頁
以
下
参
照
。
３９
２０
（
　
）　W  
ILLIA
     
M  
T  
E
TLE
Y
 
   
 ,I   N
TE
RN
A
TIO
N
A
 
  
  
 
   
 
 
L  
M  
A
RITIM
E
 
     
  A
N
D
 
 
 
A  
D
M
IRA
LTY
 
 
   
   
L  
AW   ,482–83
(Les
É
ditions
Yvon
B
lais,2
        
    
   
   
    
 
 
  002)
    .  
４０
（
　
）　I  d  .;   Y
V
O
N
N
 
 
 
 
E  
B  
A
A
TZ
 
 
   E
T
 
  A
L
 
 ,M   
A
RITIM
 
     
E  
L  
AW   
559
(Sw
eet&
M
axw
ell,2nd
ed.2011)
 
   
  
    
 
   
       
       .  
４１
（
　
）　T  
E
TLE
 
   
Y  ,  supr
    a  
note
40,at500–01
 
  
 
          .  
４２
（
　
）　D  
IC
E
  
 
Y  ,M   
O
RRI
 
   S   A
N
D
 
 
 
C  
O
LLIN
 
    
S   O
N
 
  TH
E
  
 
C  
O
N
FLIC
 
 
    
T   O
F
 
 
L  
AW
S
 
 
 
7–014
(Law
rence
C
ollins
etal.eds.
 
     
   
      
   
  
    
   ,Sw
eet&
M
axw
ell,14th
ed.2006)
 
 
    
 
   
      
 
       .  
４３
（
　
）　H
ills
D
ry
D
ocks
&
E
ngineering
C
om
pan
 
  
 
   
     
 
   
    
  
  
   y,Ltd.v.C
olorado,[1923]
P.102,
    
    
  
            
     (1923)
14
Ll.L.Rep.251
(C
.A
.
       
  
  
         
 
 
 )
４４
（
　
）　
フ
ラ
ン
ス
は
一
八
八
五
年
に
、
英
国
の
船
舶
モ
ー
ゲ
ー
ジ
制
度
を
導
入
し
た
。
そ
の
後
一
九
二
六
年Liens
&
M
ortgages
C
onvention
 
 
    
  
          
        
を
批
准
４５
し
て
国
内
法
化
し
、
一
九
六
七
年
に
改
正
さ
れ
て
い
る
。
（
　
）　Todd
Shipyards
v.A
ltem
a
     
  
      
  
   
  (The
Ioannis
D
askalelis
    
     
 
     
  )
[1974]
S.C
.R.1248
(Supr.C
t.ofC
  
      
 
 
      
      
  
  
anada)
      .  
４６
（
　
）　
米
国
で
は
船
舶
修
理
債
権
の
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
は
ネ
セ
サ
リ
ー
ズ
の
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
で
あ
り
、
登
記
さ
れ
た
米
国
の
モ
ー
ゲ
ー
ジ
４７
に
は
劣
後
す
る
が
登
記
さ
れ
た
外
国
の
モ
ー
ゲ
ー
ジ
に
は
優
先
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
順
位
に
つ
い
て
の
判
決
結
果
は
正
し
い
が
、
理
由
付
け
は
不
正
確
で
あ
る
。See
 
  
T  
E
TLE
 
   
Y  ,  supr
    a  
note
19,at566,n.155
 
  
 
             .  
（
　
）　W
illiam
Tetley,
 
    
 
     M
aritim
e
Liens
in
the
C
onflictofLa
 
    
  
 
        
    
     w  
s  ,25,
    available
at
       
 
 http://w
w
w
.m
cgill.ca/files/m
aritim
e
    
  
 
 
 
         
   
    
 law
/m
arliensconf.pdf.
 
 
  
              
４８(finalversion
published
in
J.A
.R.N
          
  
          
 
 
  
afziger
&
Sym
eon
C
.Sym
eonides,eds.
  
 
   
 
  
    
    
    
       ,  L
A
W
 
 
 A
N
D
 
 
 
J  U
STIC
E
 
    
  IN    A  
M  
U
LTISTA
TE
 
      
  
W  
O
RLD
 
   :E   
SSA
YS
   
   IN   
H  
O
N
O
R
 
 
 
  
O  
F   A
R
TH
U
  
 
 
R  
T.
 
 
V
O
N
 
 
 
M  
E
H
RE
 
 
  
N  ,T
ransnationalPublishers
Inc.,200
                       
    
  2,atpp.439–457.
               
）
米
国
お
よ
び
英
国
に
お
け
る
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
の
準
拠
法
（
大
西
・
田
邉
） 
六
四
一
（
　
　
　
）
三
七
（
　
）　Tetley,
      supra
     
note
48,at25–26
 
  
 
         .  
４９
（
　
）　B
ankers
T
rustInternationalLtd.v.
 
       
       
          
   Todd
Shipyards
C
orporation
     
  
      
          (The
H
alcyon
Isle
    
  
    
  
)
[1981]
A
.C
.221.
  
      
 
     
な
お
判
決
文
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
５０
に
よ
り
入
手
し
た
た
め
、
本
稿
中
の
判
決
文
を
引
用
翻
訳
し
た
箇
所
に
つ
い
て
は
、
該
当
頁
を
脚
注
で
特
定
し
て
い
な
い
。
（
　
）　
判
決
が
引
用
し
て
い
る
先
例
と
し
て
、The
G
olubchick
 
    
  
    
  (1840)
1
W
.Rob.143;
          
 
       The
Pieve
Superiore
      
         
  
(1874)
L.R.5
P.C
.482;
          
     
     The
M
ilford
     
  
   
５１(1858)
Sw
a.362;
       
 
      The
Tagus
    
    
[1903]
P.44;
 
      
    The
Zigurds
    
 
    
[1932]
P.113
and
 
      
     
   The
A
crux
   
    
[1965]
P.391.
 
      
     
（
　
）　
具
体
的
に
は
、
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
の
種
類
を
ふ
や
す
ほ
ど
、
そ
れ
を
知
ら
な
い
船
舶
の
買
主
に
不
意
打
ち
を
与
え
る
こ
と
か
ら
、
船
舶
フ
ァ
５２
イ
ナ
ン
ス
が
ハ
イ
リ
ス
ク
な
も
の
と
な
る
こ
と
へ
の
懸
念
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。See
 
  
Y
ing,C
.A
.,
   
  
 
 
 
  Priorities
and
the
foreign
m
aritim
e
       
        
   
       
    
 
  lien
    
[C
om
m
ents
  
  
 
   
]  ,A
delaide
Law
Review,1982;8(1):9
  
   
 
  
  
 
   
 
            5,98
    .  
（
　
）　I  d  .,at96
  
   .  
５３
（
　
）　T  
E
TLE
 
   
Y  ,  supr
    a  
note
19,at572
 
  
 
       .  
５４
（
　
）　Suprem
e
C
ourtA
ct1981,Sec.20(1),
      
  
     
                 (2)
   .  
５５
（
　
）　
小
島
・
前
掲
注
（
　
）
二
六
─
二
九
頁
。
５６
１２
（
　
）　Se   e  
Y
ing,
 
 
  supra
     
note
52,at98
 
  
 
      .  
５７
（
　
）　T  
E
TLE
 
   
Y  ,  supr
    a  
note
19,at573
 
  
 
       .  
５８
（
　
）　I  d  .  
５９
（
　
）　Se   e  
Y
ing,
 
 
  supra
     
note
52,at101
 
  
 
       .  
６０
（
　
）　1989
(4)
S.A
.325
     
   
 
    .  
６１
（
　
）　[1992]
1
N
.Z.L.R.655
(N
.Z.C
.A
.)
       
 
 
 
 
     
 
 
  
 
 .  
６２
（
　
）　
そ
の
後Ship
Registration
A
ct1992
 
  
 
   
 
     
      
が
制
定
さ
れ
、
外
国
で
登
記
さ
れ
た
船
舶
に
か
か
る
担
保
権
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
船
舶
モ
ー
ゲ
ー
ジ
６３
と
効
力
と
順
位
に
お
い
て
同
等
に
扱
わ
れ
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。
（
　
）　1998
A
M
C
1727;1997
A
ustFedctLexis
     
 
 
 
         
            
269;B
C
9702138
(Fed.C
t.A
ust.1997
 
    
 
        
     
  
    
   )  .  
６４ ＜
論
　
　
説＞
修
道
法
学
　
三
四
巻
　
二
号 
六
四
二
（
　
　
　
）
三
八
（
　
）　(E
C
)
  
 
  N
o.44/2001
         .  
６５
（
　
）　(E
C
)
N
o.864/2007
  
 
  
          .  
６６
（
　
）　(E
C
)
N
o.593/2008
  
 
  
          .  
６７
（
　
）　
ロ
ー
マ
Ⅰ
規
則
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
杉
浦
保
友
「
欧
州
に
お
け
る
契
約
準
拠
法
の
決
定
原
則
の
改
正
─
ロ
ー
マ
条
約
か
ら
『
ロ
ー
マ
Ⅰ
規
則
』
６８
へ
」http://w
w
w
.businesslaw
.jp/blj-online
 
   
  
 
 
 
   
    
 
      
    /im
gdir/pdf/20080620_sugiura-01.pdf
  
   
    
             
   
  
  
（B
usiness
Law
Journal
 
   
    
  
 
      
二
〇
〇
八
年
八
月
号
所
収
）
を
参
照
。
（
　
）　
制
定
後
の
英
国
に
お
け
る
不
法
行
為
で
の
法
廷
地
法
の
優
位
を
指
摘
す
る
も
の
と
し
て
、
関
口
晃
治
「
不
法
行
為
抵
触
法
に
お
け
る
法
廷
地
法
の
優
６９
位
─
英
国
国
際
私
法
と
通
則
法
の
現
状
を
中
心
に
─
」
志
学
館
法
学
一
〇
号
（
二
〇
〇
九
）
七
二
─
七
三
頁
。
（
　
）　Se   e  
T  
E
TLE
 
   
Y  ,  supr
    a  
note
48,at30
 
  
 
      .  
７０
（
　
）　A
ngara
M
aritim
e
Ltd
v
O
ceanconnectU
 
      
    
  
 
 
 
            
K
Ltd
 
 
 
 (The
Fesco
A
ngara
    
     
     ),[2011]
1
A
llE
R
(C
om
m
)
193.
         
 
  
  
 
  
 
  
   
７１
（
　
）　I  d  .,at204
  
    .  
７２
（
　
）　
成
文
法
に
規
定
さ
れ
た
事
項
も
手
続
と
性
質
決
定
さ
れ
た
り
実
体
と
決
定
さ
れ
た
り
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
も
の
と
し
て
、
小
梁
吉
章
「
手
続
７３
は
法
廷
地
法
に
よ
る
の
原
則
」
広
島
法
科
大
学
院
論
集
三
号
（
二
〇
〇
七
）
三
一
六
─
三
一
七
頁
参
照
。
（
　
）　
戸
田
修
三
「
イ
ギ
リ
ス
海
法
の
形
成
と
『
海
事
裁
判
所
』（A
dm
iralty
C
ourt
 
  
 
    
    
）
の
変
遷
」
法
学
新
報
五
九
巻
一
二
号
（
一
九
五
二
）
一
三
二
四
頁
。
７４
（
　
）　
戸
田
・
前
掲
注
（
　
）
一
三
三
二
頁
。
７５
７４
（
　
）　H  
A
L
 
 E   A
N
 
 
D  
F   
LE
E
T
W
O
O
  
 
 
 
 
 
D   O
N
 
  A
D
M
IR
A
LT
 
 
 
  
 
  
Y   JU
R
ISD
IC
T
IO
  
 
   
  
 
  
N  
(M
.J.Prichard
&
D
.E
.C
.Yale,eds.)
   
 
    
      
  
 
 
    
     
,Selden
Society,vol.108
for
1992
    
       
 
          
       London,
       
７６1993,atp.xlviito
cxxxvi
           
    
     .
（
　
）　
小
島
・
前
掲
注
（
　
）
二
六
─
二
九
頁
。
７７
１２
（
　
）　T  
E
TLE
 
   
Y  ,  supr
    a  
note
19,at547
 
  
 
       .  
７８
（
　
）　
例
え
ば
、
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
に
お
い
て
は
、H
ilton
Staniland,
 
  
  
 
      Legislating
for
the
Recognition
ofF
    
 
          
       
  
  oreign
M
aritim
e
Liens
in
South
A
fric
    
  
    
  
 
     
   
 
  
a   
７９in   JU
RISD
IC
TIO
 
    
  
   
N   A
N
D
 
 
 
F  
O
RU
M
 
  
 
S  
E
LE
C
TIO
N
 
  
 
   
  IN   
I  N
TE
RN
A
TIO
N
A
 
  
  
 
   
 
 
L  
M  
A
RITIM
E
 
     
 
L  
A
W
 
 
(M
artin
D
avies
(ed.))
321–339
(K
luw
 
 
    
 
   
  
     
       
 
 
 
er
Law
International,2005)
   
  
   
         
    
、
米
国
お
よ
び
英
国
に
お
け
る
マ
リ
タ
イ
ム
・
リ
ー
エ
ン
の
準
拠
法
（
大
西
・
田
邉
） 
六
四
三
（
　
　
　
）
三
九
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
い
て
は
、John
Lane,
 
    
    Should
A
ustralian
C
ourtsA
cceptor
R
     
 
   
     
    
 
        
efuse
the
A
id
ofPrivate
Internation
  
      
 
 
    
  
   
      alLaw
W
hen
C
onsid
     
 
    
    
  
ering
to
E
nforce
Foreign
M
aritim
e
Li
   
    
  
    
    
  
    
  
 ens   ?  ,M
urdoch
U
niversity
E
lectronic
Jour
  
       
  
      
 
  
   
 
   nalofLaw
(2009)
16(1),at32–52
        
 
      
            
を
参
照
。
（
　
）　
前
掲
注
（
５
）
参
照
。
８０
（
　
）　
こ
の
点
に
つ
き
、
楢
崎
み
ど
り
・
国
際
私
法
判
例
百
選
［
新
法
対
応
補
正
版
］（
二
〇
〇
七
）
五
七
頁
は
、
物
権
の
問
題
と
い
う
性
質
決
定
に
は
ほ
８１
ぼ
争
い
が
な
い
と
評
価
す
る
。
（
　
）　
楢
崎
・
前
掲
注
（
　
）
五
七
頁
。
８２
８１
（
　
）　
法
性
決
定
の
仕
方
に
つ
い
て
の
議
論
を
整
理
し
て
い
る
も
の
と
し
て
、
溜
池
・
前
掲
注
（
５
）
一
二
九
─
一
四
三
頁
を
参
照
。
８３
　
な
お
、
我
が
国
の
通
説
は
国
際
私
法
独
自
説
で
あ
り
、
米
国
で
は
法
廷
地
法
説
が
採
ら
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
こ
の
議
論
に
は
踏
み
込
ま
な
い
。
（
　
）　
木
棚
照
一
「
判
批
」
法
律
時
報
四
五
巻
七
号
（
一
九
七
三
）
一
七
七
頁
も
、
債
権
の
問
題
と
法
性
決
定
す
る
こ
と
が
理
論
的
に
可
能
で
あ
る
こ
と
を
８４
示
唆
す
る
。
（
　
）　
森
田
・
前
掲
注
（
　
）
一
三
頁
。
８５
２４
（
　
）　
目
的
物
所
在
地
法
を
適
用
す
る
必
要
が
な
い
と
す
る
主
張
と
し
て
、
山
崎
・
前
掲
注
（
５
）
一
三
七
─
一
三
八
頁
。
８６
　
脱
稿
後
に
、
櫻
田
嘉
章
・
道
垣
内
正
人
編
集
『
注
釈
国
際
私
法
　
第
一
巻
』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
一
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
同
書
六
〇
四
─
六
〇
九
頁
〔
増
田
史
子
〕
参
照
。
＜
論
　
　
説＞
修
道
法
学
　
三
四
巻
　
二
号 
六
四
四
（
　
　
　
）
四
〇
